
社会                

１．学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

社会科の見方・考え方を働かせ、必要な資質能力を次の通り育成することを目指す。 

（１）私たちの生活や身近な地域などに見られる諸事象や歴史的事実、世界の生活文化の多用性などを基に，それらが日本及び世界の情勢とつながっている

ことを理解している。 

（２）複数の資料の関係や異同に着目して，資料から読み取った情報の意味や意義，特色などを考察し，表現している。 

（３）よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通し

て、地理・歴史・公民科目を学ぶ意義や目的，考察の方法やその特質について，主体的に理解を深めようとしている。 

 

 

２．各教科における学習活動 

  ペアワーク、グループワーク、レポート、授業ノート、小テスト、定期考査 

 

 

３．各科目 

１年  地理分野  歴史分野   

２年  地理分野  歴史分野   

３年  歴史分野  公民分野   

４年  地理総合  歴史総合   

５年  日本史探究  世界史探究  公共 

６年  政治経済  地理Ｂ  日本史Ｂ 

  世界史Ｂ  倫理   

 

  

ペアワーク

グループワーク

授業ノート

レポート

小テスト

　学習喚起ルーブリック

優

相手の考え方の良い点
を取り入れて自分の考
えを深めた。

他者の考えを取り入れ
深め，分析しよりよい
考え方を共有した。

十分な時間取り組む

ことができなかった。

良

授業内容に加えて、期
限までに提出し，工夫
をして授業内容を記録
し，まとめた。

自分の考え方や傾向を
批判的に分析し，的確
にまとめられている。

よくできている。

期限までに提出した。

できていないものが多
い。

未達成可

期限までに提出をし，
もれなく授業内容を記
録した。

期限までに提出した。

自分なりに要点をまと
め，重要なポイントを
見やすく強調した。

自分の考えを伝え、相
手の話をしっかりと聞
くことができた。

自分の考えを伝えるこ
とができた。

他者の考え方の類似点
や相違点をまとめた。

話し合うことができ
た。

できている。

生徒の望ましい姿

教科活動



「１年 地理分野」 

使用教材 新しい社会 地理（東京書籍）、中学校社会地図（帝国書院）、中学白地図 世界・日本編（東京法令出版） 

 

評価の観点 

評価の観点 

【知】知識・技能 【思】思考力・判断力・表現力 【態】主体的に学習に取り組む態度 

我が国の国土及び世界の諸地域に関して，地域の諸事象や

地域的特色を理解しているとともに，調査や諸資料から地

理に関する様々な情報を効果的に調べまとめている。 

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位

置や分布場所，人間と自然環境との相互依存関係，空間的

相互依存作用，地域などに着目して，多面的・多角的に考

察したり，地理的な課題の解決に向けて公正に選択・判断

したり，思考・判断したことを説明したり，それらを基に

議論したりしている。 

日本や世界の地域に関わる諸事象について，国家及び社会

の担い手として，よりよい社会の実現を視野にそこで見ら

れる課題を主体的に追究，解決しようとしている。 

 

 

 

 

 

２ 年間の学習内容 

 

３ 学習計画及び評価方法等 

中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

① 

 

地球の姿を

見てみよう 

【知】衛星写真や地球儀を活用し，大陸と海洋の大まかな形状と位置関係を理解している。 

【思】世界地図を活用して，六大陸，三大洋，６州の名称や大きさ，位置関係を捉えている。 

【態】世界の地域構成について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

世界のさま

ざまな国々 

【知】地図帳の世界地図や国旗から，国の面積の大小，国境線を含めたさまざまな形を理解している。 

   主な国々の名称と位置，世界の地域区分を理解し，その知識を地図上で身に付けている。 

【思】地図帳から直線的な国境線とその他の国境線が引かれた理由の違いを考察している。 

【態】世界の地域構成について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

地球上の位

置を表そう 

 

【知】緯度と経度を活用して特定の国や都市の地球上の位置を適切に表すことができている。 

【思】世界の地域構成の特色を，大陸と海洋の分布や主な国の位 置，緯度や経度などに着目して多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】世界の地域構成について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

地球儀と世

界地図を比

べてみよう 

【知】地球儀を使いながら距離，方位などを調べるための技能を身に付けている。 

【思】さまざまな世界地図（地球儀を含む）を比較しながら，それぞれの長所や短所についてまとめている。 

【態】世界の地域構成について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

② 

 

日本の位置 

【知】緯度や経度を利用しながら日本が世界の中でどのような位置にあるか理解している。 

【思】日本の位置を緯度や経度，他地域との関係など多角的な視点から考察し，表現している。 

【態】日本の地域構成について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

日本と世界

との時差 

【知】標準時と時差の仕組みを理解し，地図や計算に基づいて，他国と日本の時差について理解している。 

【思】日本の地域構成の特色を，周辺の海洋の広がりや国土を構成する島々の位置などに着目して多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】日本の地域構成について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

中
学
社
会 

地
理 

① 世界の姿 

② 日本の姿 

③ 世界各地の人々の生活と環境 

④ アジア州 

⑤ ヨーロッパ州 

⑥ アフリカ州 

⑦ 北アメリカ州 

⑧ 南アメリカ州 

⑨ オセアニア州 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

日本の領域

の特色 

【知】日本の領域・排他的経済水域の範囲や国境について理解している。 

【思】他国と比較してなぜ日本が国土面積の割に広い領海や排他的経済水域を持つかを，地図に基づいて説明している。 

【態】日本の地域構成について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

北方領土・

竹島と尖閣

諸島 

【知】竹島，北方領土，尖閣諸島の位置や特色，領土をめぐる問題の存在について理解している。 

【思】竹島，北方領土，尖閣諸島がなぜ近隣諸国と問題になっているのか，また，よりよい社会の実現へ向けてどのようにすべきかを考察している。 

【態】日本の地域構成について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

日本の 

都道府県 

【知】都道府県や都道府県庁所在地の名称と位置を地図上の境界や現在に残る昔の地名・旧国名との関連で理解している。 

【思】日本の地域構成の特色を，周辺の海洋の広がりや国土を構成する島々の位置などに着目して多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】日本の地域構成について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

③ 

雪と氷の中

で暮らす

人々 

【知】イヌイットの生活の舞台を調べるために，雨温図の読み取り方を身に付けている。 

【思】過去と現在のイヌイットの生活を比較し，その変容がどのような条件によるのかを考察し，表などを作成して分かりやすくまとめている。 

【態】世界各地の人々の生活と環境について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

寒暖の差が

激しい土地

に暮らす

人々 

【知】写真や映像資料，雨温図などから，日本の自然環境と比較し，その違いや共通点を読み取っている。 

【思】シベリアに住む人々の生活の特色について自然環境と関連付けて考察している。 

【態】世界各地の人々の生活と環境について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

乾燥した土

地に暮らす

人々 

【知】古い町並みや伝統的な食文化を保存しようとする人々の努力について理解している。 

【思】温帯の気候で生活している人々の暮らしについて自分たちの生活と比較しながらその特色を考察し，その結果を適切にまとめ，表現している。 

【態】世界各地の人々の生活と環境について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

温暖な土地

に暮らす

人々 

【知】古い町並みや伝統的な食文化を保存しようとする人々の努力について理解している。 

【思】温帯の気候で生活している人々の暮らしについて自分たちの生活と比較しながらその特色を考察し，その結果を適切にまとめ，表現している。 

【態】世界各地の人々の生活と環境について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

常夏の島で

暮らす人々 

【知】サヘルに住む人々の生活の様子を理解し，それらの特色を自然環境と関連付けて説明できる知識を身に付けている。 

【思】乾燥した地域で暮らす人々の生活や文化が生まれた背景と変化の過程について，自然及び社会的条件を踏まえて考察し，その考察の結果を論述して

いる。 

【態】世界各地の人々の生活と環境について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

標高の高い

土地に暮ら

す人々 

【知】自然豊かなサモアでは，地域開発の必要性や課題があることや，その解決のための手立てについて理解している。 

【思】農産物や食生活，伝統的な文化などに関連付けて，熱帯の気候で暮らす人々の生活の様子を考察し，論述している。 

【態】世界各地の人々の生活と環境について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

世界に見ら

れるさまざ

まな気候 

【知】高地における人々の生活について，既得知識と関連付けて特色を理解し，その知識を身に付けている。 

【思】高地に暮らす人々の生活やその変化について，さまざまな資料を通して考察している。 

【態】世界各地の人々の生活と環境について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

人々の生活

に根付く宗

教 

【知】世界各地のさまざまな気候は，さらに細かく区分できることを気候区分図から読み取っている。 

【思】風景や植生写真，雨温図，気候区分図などの関連から，各気候区の特色を考察し，表や地図を作成してまとめている。 

【態】世界各地の人々の生活と環境・文化について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

④ 

アジア州を

ながめて 

【知】変化に富む自然環境や，多彩な文化が見られ，都市化が急速に進むアジア州を概観し，理解している。 

【思】アジア州において，地域で見られる地球的課題の要因や影響を，州という地域の広がりや地域内の結び付きなどに着目して，それらの地域的特色と

関連付けて多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】アジア州について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

アジア NIES

の成長 

【知】アジア NIESの輸出品の内訳のグラフや輸出品の変化のグラフから，アジア NIESの工業化の様子を読み取っている。 

【思】アジア NIESの発展は，海外への輸出や海外の技術を学んだことによることを適切に表現している。 

【態】アジア州について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

巨大な人口

が支える中

国 

【知】中国の経済成長と経済格差の広がりについて理解している。 

【思】中国の工業化が進んだ理由を，経済政策と人口の観点から考察している。 

【態】アジア州について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

都市化が進

む東南アジ

ア 

【知】東南アジアに暮らす人々の生活を基に，地域的特色を大観し理解している。 

【思】東南アジアの農村と都市の変化について，農村から都市への人口移動，都市問題などの視点から考察している。 

【態】アジア州について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

急速に成長

する南アジ

ア 

【知】写真やグラフなどの資料から，インドの工業発展や人口増加の様子とその問題点を捉えている。 

【思】インドの経済発展の理由について他地域との結び付きに着目して考察している。 

【態】アジア州について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

資源が豊富

な西アジ

ア・中央ア

ジア 

【知】写真やグラフなどの資料から，西アジアや中央アジアの国々が鉱産資源に頼っていることを読み取っている。 

【思】資料から西アジアや中央アジアの経済発展の共通点について考察し，それを適切に表現している。 

【態】アジア州について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

⑤ 

 ヨーロッ

パ州をなが

めて 

【知】ヨーロッパ州には，民族を基にした小国が多いこと，地域により異なる農業が盛んなこと，共通の文化が見られることなどを概観し，ヨーロッパ統

合の背景を理解している。 

【思】ヨーロッパ州において，地域で見られる地球的課題の要因や影響を，州という地域の広がりや地域内の結び付きなどに着目して，それらの地域的特

色と関連付けて多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】ヨーロッパ州について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

ヨーロッパ

統合の動き 

【知】ヨーロッパ州が統合を進めてきたことを，国境をこえた交通網や通勤・買い物，共通通貨などのさまざまな資料を関連付けることで読み取っている。 

【思】ヨーロッパ州の国々が国境をこえて統合することの利点について，産業，人々の生活，交通の三つの視点から説明している。 

【態】ヨーロッパ州について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

持続可能な

社会に向け

て 

【知】ヨーロッパ州の環境に配慮した消費生活やエネルギー利用，観光に対する考え方などを資料から読み取り，理解している。 

【思】ヨーロッパ州で起こっている国境をこえた環境問題について，EU共通の取り組みの視点から考察している。 

【態】ヨーロッパ州について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

EUがかかえ

る課題 

【知】EU各国の一人あたりの国民総所得や，ヨーロッパに居住する外国人の出身地の主題図から，EUがかかえる課題を読み取っている。 

【思】ヨーロッパが統合することの問題点や課題を，EU加盟国間の対立や EUと他地域との関係に着目して説明している。 

【態】ヨーロッパ州について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

⑥ 

アフリカ州

をながめて 

【知】広大な砂漠を持つ自然，古い歴史と伝統的な文化，農業や鉱業を中心とした産業などの特色を概観し，理解している。 

【思】アフリカ州において，地域で見られる地球的課題の要因や影響を，州という地域の広がりや地域内の結び付きなどに着目して，それらの地域的特色

と関連付けて多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】アフリカ州について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

アフリカの

産業と新た

な開発 

【知】アフリカ州の農業と工業の特色や問題点を，さまざまな資料の関連付けから読み取っている。 

【思】アフリカ州の産業から，国際支援が必要な背景を多面的・多角的に考察している。 

【態】アフリカ州について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

発展に向け

た課題 

【知】現在のアフリカ州が持つ課題について，三つの視点（都市化，人口増加，環境問題）を踏まえて理解している。 

【思】写真や表から，アフリカ州では都市化が進む一方で，農村地域との格差や生活水準が異なることを説明している。 

【態】アフリカ州について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

⑦ 
北アメリカ

州をながめ

て 

【知】大陸と島々からなる多様な自然，移民によって持ちこみ育まれた文化，世界に影響を与える巨大な経済力などの特色を概観し，理解している。 

【思】北アメリカ州において，地域で見られる地球的課題の要因や影響を，州という地域の広がりや地域内の結び付きなどに着目して，それらの地域的特

色と関連付けて多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】北アメリカ州について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

巨大な農業

生産力と移

民 

【知】アメリカ合衆国の大規模で合理的な農業の特色を，主題図や写真などのさまざまな資料を関連付けて読み取っている。 

【思】アメリカ合衆国が多様な農産物を大量に生産できる理由を，気候，生産方式，農場経営の仕方などの特色から説明している。 

【態】北アメリカ州について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

巨大な工業

生産力 

【知】アメリカ合衆国の五大湖沿岸，サンベルトの工業地域について，主な工業の種類とそれが発展した理由を比べて，図表などにまとめている。 

【思】アメリカ合衆国では，移民が産業の発展にどのような役割を果たしてきたか考察している。 

【態】北アメリカ州について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

新しい産業

と生活文化 

【知】アメリカ合衆国の生活文化が，世界の国々に大きな影響を与えていることを理解している。 

【思】アメリカ文化が世界中に広がっている理由を，人の動きに着目して説明している。 

【態】北アメリカ州について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

⑧ 

南アメリカ

州をながめ

て 

【知】南北に細長い大陸の自然環境，混血の進行と新しい文化の形成，急速な経済の発展などの特色を概観し，理解している。 

【思】南アメリカの特徴的な地域である，アマゾン川流域，熱帯林の各地域で営まれてきた伝統的な生活を，自然環境との共生という観点から説明してい

る。 

【態】南アメリカ州について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

自然環境と

共生する生

活 

【知】南アメリカ州の自然環境の特色を，写真や模式図などの資料から読み取っている。 

【思】南アメリカの特徴的な地域である，アマゾン川流域，熱帯林の各地域で営まれてきた伝統的な生活を，自然環境との共生という観点から説明してい

る。 

【態】南アメリカ州について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

開発の進行

と影響 

【知】アマゾン川流域で森林が減少している理由を，写真や主題図，グラフなどの資料から，大規模な開発と関連付けて読み取っている。 

【思】アマゾン川流域の大規模な開発に起因する環境問題の解決に向けて，持続可能な開発の観点から説明している。 

【態】南アメリカ州について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

⑨ 

オセアニア

州をながめ

て 

【知】乾燥大陸と島々から成る自然，先住民の文化，貿易相手国の変化，などの特色を概観し，理解している。 

【思】オセアニア州において，地域で見られる地球的課題の要因や影響を，州という地域の広がりや地域内の結び付きなどに着目して，それらの地域的特

色と関連付けて多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】オセアニア州について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

貿易を通じ

た他地域と

のつながり 

【知】オーストラリアやニュージーランドの農牧業や鉱業の特色を，さまざまな資料を関連付けながら読み取っている。 

【思】オーストラリアの輸出品や貿易相手国の変化について，アジア州との結び付きに着目して説明している。 

【態】オセアニア州について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

人々による

他地域との

つながり 

【知】オセアニア・アジア間の人と人との結び付きや関わりが深まってきていることを理解している。 

【思】オーストラリアを事例に，人種や民族，文化の異なる人々が共存して社会を築いていくためには何が必要かを，議論したり，意見交換したりしてい

る。 

【態】オセアニア州について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

 

  



「１年 歴史分野」 

使用教材 中学歴史 日本と世界（山川出版社）、よみとき総合歴史（浜島書店） 

 

評価の観点 

評価の観点 

【知】知識・技能 【思】思考力・判断力・表現力 【態】主体的に学習に取り組む態度 

我が国の歴史の大きな流れを，世界の歴史を背景に，各時

代の特色を踏まえて理解するとともに，諸資料から歴史に

関する様々な情報を効果的に調べまとめる技能を身に付

けるようにする。 

歴史に関わる事象の意味や意義，伝統と文化の特色など

を，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつな

がりなどに着目して多面的・多角的に考察したり，歴史に

見られる課題を把握し複数の立場や意見を踏まえて公正

に選択・判断したりする力，思考・判断したことを説明し

たり，それらを基に議論したりする力を養う。 

歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野

にそこで見られる課題を主体的に追究，解決しようとする

態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を

通して涵養される我が国の歴史に対する愛情，国民として

の自覚，国家及び社会並びに文化の発展や人々の生活の向

上に尽くした歴史上の人物と現在に伝わる文化遺産を尊

重しようとすることの大切さについての自覚などを深め，

国際協調の精神を養う。 

 

年間の学習内容 

 

学習計画及び評価方法等 

中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

① ① ① 

私たちと歴史 

【知】西暦と世紀、年号、干支の意味と使い方を理解する。 

   さまざまな時代区分があることを理解する。 

【思】各時代の特色や時代の転換に留意して人物を考察し、人物カードにまとめて表現する。 

身近な地域を

調べよう 

【知】さまざまな調査方法とその注意点を理解する。 

【思】意欲的に話し合い活動に取り組み、適切なテーマを設定するとともに、テーマに応じて調査方法を適切に判断し、調査活動で得られた複数の資料に基

づいて、多面的・多角的に考察を行う。 

【態】身近な地域に関心をもつとともに、レポートと発表の反省点を理解し、次回の調査活動に活かす。 

② 

 

世界の諸文明 

【知】人類の進化の過程や各文明の特徴、文明によって生み出されたものについて理解する。三大宗教について、それぞれの相違点について理解する。 

【思】古代の文明が他の地域に与えた影響や、文明間の関係性について考え、それらを対比的にまとめて表現する。中国文明が東アジア諸国に与えた影響に

ついて、具体的に指摘する。三大宗教の広がりについて、現在の宗教の分布と関連づけて考える。 

【態】人類の進化の過程や古代文明、三大宗教について、その後の歴史の展開を意識し、現代とのつながりを考察する。 

日本文化のあ

けぼの 

【知】縄文時代と弥生時代の技術や社会の特徴の差異について理解する。古墳時代におけるヤマト政権の成長について理解する。 

【思】環境の変化が縄文時代から弥生時代への転換をどのように促進したか考える。ヤマト政権と古墳の形態や分布の関係について考察し、表現する。 

【態】日本列島における統一国家の形成過程について、縄文～古墳時代を通して考察し、説明する。 

律令国家の形

成 

【知】聖徳太子の下での政治のあり方の特徴や、大化の改新で目指された国家像について理解する。白村江の戦いに敗れた後にどのように律令国家の建設が

目指されたか理解する。律令制の仕組みと地方支配のあり方について理解する。 

【思】国際交流が日本にどのような影響を与えたかということについて、①遣隋使と聖徳太子の政治、②唐の成立と大化の改新、③白村江の戦いと天智朝～

天武・持統朝の政治、④遣唐使と天平文化、それぞれの関係性から理解し、説明する。 

【態】日本の古代国家の特徴について、東アジア的な視点から考察し、中国文明との連関について説明する。 

貴族政治と国

風文化 

【知】9 世紀において律令制がどのように変質し、新しい土地支配の仕組みがどのようなものであったか、また文化の面でどのような変化がおこったのかに

ついて理解する。 

【思】桓武天皇による「軍事」と「造作」の停止が、律令的な国制が変質し、帝国型の国家構造が目指されなくなったことと軌を一にしていることを理解す

る。また、国制の変化が、文化や宗教にも影響を与えたことを理解する。 

【態】国風文化について、遣唐使の停止によって文化の国風化が進展したと捉えるのではなく、大陸との往来が継続するなかで、中国文化を前提として形成

されたことを理解する。 

中
学
社
会 

歴
史
分
野 

① 歴史との対話 

② 古代までの日本 

③ 中世の日本 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

③     

中世社会の成

立 

【知】武士が関わった政争と、それが武家政権の興亡につながったことを理解する。十字軍やモンゴル帝国の領土拡大により、東西ユーラシアの交流がさか

んになったことを理解する。 

【思】武家政権と朝廷との関係を、時期区分しながら表現する。 

仏教で新たな教えが生まれた要因について、社会情勢をふまえて考察し、表現する。 

【態】阿氐河荘など相論の発生した荘園を題材に、実際に行われた裁判を想像しながら、それぞれの立場に立って自己の権利を守るための主張や解決策によ

る利害を考察する。 

武家社会の成

長 

【知】戦乱の影響から幕府権力が安定しなかったことや、産業の発達から民衆が自立したことで自力救済の考えが広まり、各地で一揆が結ばれたことを理解

する。東アジア海域のなかで多くの貿易船が往来したことや、周囲との交流のなかで育まれた琉球やアイヌの文化の特徴を理解する。 

【思】南北朝の動乱や応仁の乱といった戦乱が、なぜ守護大名への成長や戦国大名の出現といった変化につながるのかを思考し表現する。 

日明貿易において勘合を用いるようになった理由を思考し、他の時代の貿易との相違点を表現する。 

【態】東アジア全体やユーラシア大陸全体など、視点を変えた複数の地図を用い、日本や琉球、アイヌのおかれていた状況を考察し表現する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「２年 地理分野」 

使用教材 新しい社会 地理（東京書籍）、中学校社会地図（帝国書院）、中学白地図 世界・日本編（東京法令出版） 

評価の観点 

評価の観点 

【知】知識・技能 【思】思考力・判断力・表現力 【態】主体的に学習に取り組む態度 

我が国の国土及び世界の諸地域に関して，地域の諸事象や

地域的特色を理解しているとともに，調査や諸資料から地

理に関する様々な情報を効果的に調べまとめている。 

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位

置や分布場所，人間と自然環境との相互依存関係，空間的

相互依存作用，地域などに着目して，多面的・多角的に考

察したり，地理的な課題の解決に向けて公正に選択・判断

したり，思考・判断したことを説明したり，それらを基に

議論したりしている。 

日本や世界の地域に関わる諸事象について，国家及び社会

の担い手として，よりよい社会の実現を視野にそこで見ら

れる課題を主体的に追究，解決しようとしている。 

 

 

 

 

 

年間の学習内容 

 

学習計画及び評価方法等 

中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

① 

調査の準備 

【知】観察や野外調査，文献調査を行う際の視点や方法，地理的なまとめ方の基礎を理解している。 

【思】身近な地域の特色に着目して，適切な調査テーマを設定している。 

【態】身近な地域の特色や課題を予測し，見通しをもって主体的に追究していこうとしている。 

野外観察・聞き取

り調査 

【知】 縮尺，方位，等高線，地図記号など地形図の基本的な読み取り方を理解し，地理的技能を身に付けている。 

【思】地域調査において，対象となる場所の特徴などに着目して， 適切な主題や調査，まとめとなるように，調査の手法やその結果を多面的・多角的

に考察し，表現している。 

【態】地形図から身近な地域の特色を読 み取り，理解している。 

資料を使った調

査 

【知】さまざまな資料から有用な情報を選択して，地域の特色などを読み取るなどの地理的技能を身に付けている。 

【思】地域調査において，対象となる場所の特徴などに着目して， 適切な主題や調査，まとめとなるように，調査の手法やその結果を多面的・多角的

に考察し，表現している。 

【態】地域調査の手法について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

調査のまとめ 

【知】観察や野外調査，文献調査を行う際の視点や方法を踏まえた地理的 なまとめ方の基礎を理解してい る。 

【思】地域調査において，対象となる場所の特徴などに着目して，適切な主題や調査，まとめとなるように， 調査の手法やその結果を多面的・多角的

に考察し，表現している。 

【態】地域調査の手法について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

調査結果の発表 

【知】地形図や主題図の読図，目的や用途に適した地図の作成などの地理的技能を身に付けている。 

【思】地域調査において，対象となる場所の特徴などに着目して， 適切な主題や調査，まとめとなるように，調査の手法やその結果を多面的・多角的

に考察し，表現している。 

【態】地域調査の手法について，単元冒頭で立てた予測をはじめとして， 自らの学習を振り返りながら粘り強く考察することを通して，主体的に調査

テーマを追究し，社会に 関わろうという態度を示してい る。 

② 

 

地形から見た日

本の特色 

【知】日本の特色に関して集めた資料を 使って関連図を作成し，日本にはさまざまな特色があることを理解している。 

【思】日本の地域的特色を，山地・山脈，河川，平地，海などに着目して，これらを関連付けて多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】日本の地域的特色と地域区分について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

中
学
社
会 

地
理
分
野 

① 地域調査の手法 

② 日本の地域的特色と地域区分 

③ 日本の諸地域～九州地方～ 

④ 日本の諸地域～中国・四国地方～ 

⑤ 日本の諸地域～近畿地方～ 

⑥ 日本の諸地域～中部地方～ 

⑦ 日本の諸地域～関東地方～ 

⑧ 日本の諸地域～東北地方～ 

⑨ 日本の諸地域～北海道地方～ 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

気候から見た日

本の特色 

【知】日本の気候の特色を景観写真や雨温図，気候区分図から読み取り，日本の気候の特色を理解している。 

【思】日本列島が六つの気候帯に大きく区分できる理由について日本の山地・山脈の分布や細長い地形などに着目して多面的に考察している。 

【態】日本の地域的特色と地域区分について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

自然災害と防

災・減災への 取

り組み 

【知】さまざまな人々が連携して地域の人々の生命や安全の確保のために活動していることを理解している。 

【思】九州地方の地域的特色を，①自然環境，②人口，③資源・エネルギーと産業，④交通・通信に基づく地域区分などに着目して，それらを関連付

けて多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】日本の地域的特色と地域区分について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

人口から見た日

本の特色 

【知】人口の移り変わりを示す資料や人口ピラミッドの変化などの資料から，少子高齢化の実態を，国内の人口分布を示す資料を通して過疎・過密問

題の実態を読み取り，日本の人口に関する課題を理解している。 

【思】過疎，過密地域が抱える課題について，多面的・多角的に考察している。 

【態】日本の地域的特色と地域区分について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

資源・エネルギ

ーから見た日 本

の特色 

【知】日本の抱える環境，エネルギー問題に対処するために，再生可能エネルギーの開発やリサイクルなどの努力をしていることを理解している。 

【思】日本の資源・エネルギー利用の現状や日本の発電方法に着目して，日本の課題について多面的・多角的に考察している。 

【態】日本の地域的特色と地域区分について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

産業から見た日

本の特色 

【知】日本の食料自給率が低下していること，産業の空洞化が起きていることなどを諸資料から読み取り，知識を得ている。 

【思】日本の第三次産業が盛んな地域について，その理由を考察している。 

【態】日本の地域的特色と地域区分について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

交通・通信から

見た日本の特 色 

【知】日本の交通網の整備が進んでおり，世界的な拠点の一つになっていることを理解している。 

【思】日本で輸送手段に違いが見られる原因を，輸送距離，時間，地域性などに着目して多面的・多角的に考察している。 

【態】日本の地域的特色と地域区分について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

日本を地域区分

しよう 

【知】①自然環境，②人口，③資源・エネルギーと産業，④交通・通信に基づく地域区分を踏まえ，日本の国土の特色を，図にまとめて振り返り，日

本の地域的特色を理解している。 

【思】日本の地域的特色を，①自然環境，②人口，③資源・エネルギーと産業，④交通・通信に基づく地域区分などに着目し，それらを関連付けて「外

国人の誤解を解く」という形で多面的・多角的に考察し，具体的に表現している。 

【態】単元冒頭に立てた予測をはじめとする，自らの学習を振り返りながら，粘り強く考察することを通して主体的に探究課題を追究し，社会に関わ 

る態度を示している。 

③ 

九州地方をなが

めて 

【知】火山活動に由来する地形や温暖で多雨の気候からなる自然，盛んな農業，北部の平野に多い人口などの特色を理解している。 

【思】自然環境の成立条件を，地域の広がりや地域内の結び付き，人々の対応などに着目して，他の事象やそこで生ずる課題と有機的に関連付けて多

面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】九州地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

自然環境に適応

する人々の 工夫 

【知】桜島の火山噴火にともなう自然災害の実情や災害報道，人々が行う火山灰対策を理解している。 

【思】九州地方の風雨にともなう自然災害を，土地や気候といった自然環境の特色と関連付けて考察している。 

【態】九州地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

自然の制約の克

服と利用 

【知】大分県が火山の恵みを，温泉地や地熱発電所に利用してきたことを理解している。 

【思】自然環境の成立条件を，地域の広がりや地域内の結び付き，人々の対応などに着目して，他の事象やそこで生ずる課題と有機的に関連付けて多

面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】九州地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

持続可能な社会

をつくる 

【知】北九州市の新旧写真の比較や水俣市のごみ分別の現状から，環境が大きく改善したことを読み取り，両市の環境保全への取り組みを理解してい

る。 

【思】北九州市と水俣市の環境問題に関する共通点と相違点を捉え，持続可能な社会を実現するための取り組みについて考察している。 

【態】九州地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

④ 

中国・四国地方

をながめて 

【知】自然環境の異なる三つの地域，盛んな農業，人々の生活や産業を変えた交通・通信網の整備，瀬戸内に集中する人口などの特色を理解し，その

知識を身に付けている。 

【思】中国・四国地方において，交通・通信の成立条件を，地域の広がりや地域内の結び付き，人々の対応などに着目して，他の事象やそこで生ずる

課題と有機的に関連付けて多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】中国・四国地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

交通網の整備と

人や物の移 動の

変化 

【知】高速道路や橋が整備されたことにより，中国・四国地方内の結び付きや，他地方との結び付きが深まったことを理解している。 

【思】交通網の整備を，移動時間の短縮やストロー現象などと関連付けて考察している。 

【態】中国・四国地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 
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交通網が支える

産業とその 変化 

【知】人口が集中する瀬戸内の都市の多くが交通の拠点であった城下町を起源としたことを理解している。 

【思】中国・四国地方において，交通・通信の成立条件を，地域の広がりや地域内の結び付き，人々の対応などに着目して，他の事象やそこで生ずる

課題と有機的に関連付けて多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】中国・四国地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

活用される交

通・通信網 

【知】過疎地域が山間部や瀬戸内海の島々の多くに分布していることをその原因や対策とともに理解している。 

【思】過疎地域の対策について，交通・通信網の整備と関連付けて考察し，表現している。 

【態】中国・四国地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

⑤ 

近畿地方をなが

めて 

【知】南北で大きく異なる地形や気候，盛んな工業や商業，中央部に集中する人口などの特色を理解し，その知識を身に付けている。 

【思】近畿地方において，人口や都市・村落の成立条件を，地域の広がりや地域内の結び付き，人々の対応などに着目して，他の事象やそこで生ずる

課題と有機的に関連付けて多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】近畿地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

大都市圏の形成

と都市の産 業 

【知】大阪市から神戸市にかけての地域は，私鉄によってまちづくりが進んだことを理解し，その知識を身に付けている。 

【思】大都市の工業の特色を，国内外の製品との競争や高い技術力などと関連付けて考察し，表現している。 

【態】近畿地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

ニュータウンの

建設と都市の 開

発 

【知】神戸市などで大規模な開発が行われてきたこととその課題を，地図や写真を使って読み取っている。 

【思】京都市に残っている伝統的な文化や歴史的な景観の保存の意義と課題について，多面的・多角的に考察している。 

【態】近畿地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

変化する農村の

暮らし 

【知】地図を通して過疎地域が都市から離れた山間部や離島に分布していることを理解している。 

【思】過疎地域の対策について，都市部との交流と関連付けて考察し，表現している。 

【態】近畿地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

⑥ 

中部地方をなが

めて 

【知】三つに分かれる地域の地形や気候，日本最大の工業生産額とその他の特色ある産業，東海地方に集中する人口などの特色を理解し，その知識を

身に付けている。 

【思】中部地方において，産業の成立条件を，地域の広がりや地域内の結び付き，人々の対応などに着目して，他の事象やそこで生ずる課題と有機的 

に関連付けて多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】中部地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

特色ある東海の

産業 

【知】東海の農業の特色を，自然の特色や交通の発達などを示す資料と関連付けて読み取っている。 

【思】東海の工業の特色について，交通網や貿易などの社会的条件と関連付けて多面的・多角的に捉え，国際化への対応についても考察している。 

【態】中部地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

特色ある中央高

地の産業 

【知】中央高地の農業や工業の特色を，自然の特色や交通の発達，戦争との関連などを示す資料と関連付けて読み取っている。 

【思】中部地方において，③産業の成立条件を，地域の広がりや地域内の結び付き，人々の対応などに着目して，他の事象やそこで生ずる課題と有機

的に関連付けて多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】中部地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

特色ある北陸の

産業 

【知】北陸の農業や工業の特色を，豊富な雪どけ水などを示す資料と関連付けて読み取っている。 

【思】北陸の伝統産業や地場産業が発展した理由について，冬に雪が多い気候の特色と関連付けて考察し，その過程や結果を表現している。 

【態】中部地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

⑦ 

関東地方をなが

めて 

【知】山地に囲まれた広大な平野と特色ある気候，日本最大の人口密集地域，日本の交通と通信の中心地などの特色を理解し，その知識を身に付けて

いる。 

【思】関東地方において，交通・通信の成立条件を，地域の広がりや地域内の結び付き，人々の対応などに着目して，他の事象やそこで生ずる課題と

有機的に関連付けて多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】関東地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

世界と結び付く

東京 

【知】東京にさまざまな機能が集中している理由を，政治的中枢機能が集中していることと関連付けて捉えている。 

【思】関東地方と世界との結び付きについて，在留外国人数，大使館の分布などの資料を基に，多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】関東地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

東京を生活圏と

する人々の 暮ら

しと交通 

【知】特に外国人観光客の増加について写真やグラフから読み取り，交通網の発達が関連していることを理解している。 

【思】東京の都心部と郊外の関係について，通勤・通学や都市機能の分散を交通網と関連付けて考察し，表現している。 

【態】関東地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

関東地方の多様

な産業 

【知】関東地方の農業や工業の特色とその変容について，東京と周辺地域との結び付きや人口分布の変化などに着目して捉えている。 

【思】関東地方の農業地域と大消費地との関連を考察している。 

【態】関東地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 
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⑧ 

東北地方をなが

めて 

【知】山地が多く東西で大きく異なる気候，盛んな農業，鉄道や道路の路線に集中する人口などの特色を理解し，その知識を身に付けている。 

【思】東北地方において，生活・文化の成立条件を，地域の広がりや地域内の結び付き，人々の対応などに着目して，他の事象やそこで生ずる課題と

有機的に関連付けて多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】東北地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

祭りや年中行事

の伝統とその変

化 

【知】祭りをはじめとする独特の民俗行事や習慣を示す写真資料を通して，東北地方の生活・文化の特色を理解している。 

【思】東北地方において，生活・文化の成立条件を，地域の広がりや地域内の結び付き，人々の対応などに着目して，他の事象やそこで生ずる課題と

有機的に関連付けて多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】東北地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

伝統工芸品の生

産・販売とその

変化 

【知】東北地方の伝統産業や地場産業が発展した理由について，自然環境の特色と関連付けて理解し，その知識を身に付けている。 

【思】東北地方の産業の課題や転換について，時代や社会の動きなどと関連付けて，多面的・多角的に考察している。 

【態】東北地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

過去の継承と未

来に向けた 社会

づくり 

【知】東日本大震災の被害の経験について関心を持ち，過去の災害の教訓がどのように生かされているのかを理解している。 

【思】石碑や伝承などを通して，人々がどのような思いで災害の教訓を受け継ぎ，未来へ向けて生かそうとしてきたのか，多面的・多角的に考察し，

表現している。 

【態】東北地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

⑨ 

北海道地方をな

がめて 

【知】日本の約 20％をしめる広大な面積，冷帯に属す気候，盛んな農業，少ない人口などの特色を理解し，その知識を身に付けている。 

【思】北海道地方において，自然環境の成立条件を，地域の広がりや地域内の結び付き，人々の対応などに着目して，他の事象やそこで生ずる課題と

有機的に関連付けて多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】北海道地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

自然の制約に適

応する人々 の工

夫 

【知】冬の寒さや火山活動による厳しい自然環境に対して，人々がどのような工夫を行っているのかを資料などから適切に読み取っている。 

【思】北海道地方では，冬の寒さや火山，豊かな海を利用した産業が行われていることを多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】北海道地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

自然の制約や社

会の変化を 乗り

こえる 

【知】農業に適さない気候や土壌の問題に対して，人々がどのように対応し，乗りこえて農業を営んできたか理解し，その知識を身に付けている。 

【思】現在，北海道の人々が直面している課題に対して，どのように対応すべきかを多面的・多角的に考察している。 

【態】北海道地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

自然の特色を生

かした産業 

【知】気候の特色によって，北海道地方への観光客が 8月に多いことを理解している。 

【思】北海道地方の観光業について，広がるエコツーリズムなどの持続可能な社会づくりと関連付けて考察し，表現している。 

【態】北海道地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「２年 歴史分野」 

使用教材 中学歴史 日本と世界（山川出版社）、よみとき総合歴史（浜島書店） 

 

評価の観点 

評価の観点 

【知】知識・技能 【思】思考力・判断力・表現力 【態】主体的に学習に取り組む態度 

我が国の歴史の大きな流れを，世界の歴史を背景に，各時

代の特色を踏まえて理解するとともに，諸資料から歴史に

関する様々な情報を効果的に調べまとめる技能を身に付

けるようにする。 

歴史に関わる事象の意味や意義，伝統と文化の特色など

を，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつな

がりなどに着目して多面的・多角的に考察したり，歴史に

見られる課題を把握し複数の立場や意見を踏まえて公正

に選択・判断したりする力，思考・判断したことを説明し

たり，それらを基に議論したりする力を養う。 

歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野

にそこで見られる課題を主体的に追究，解決しようとする

態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を

通して涵養される我が国の歴史に対する愛情，国民として

の自覚，国家及び社会並びに文化の発展や人々の生活の向

上に尽くした歴史上の人物と現在に伝わる文化遺産を尊

重しようとすることの大切さについての自覚などを深め，

国際協調の精神を養う。 

 

年間の学習内容 

 

学習計画及び評価方法等 

中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

第
４
章 

近
世
の
日
本 

一体化へ向か

う世界 

【知】ルネサンスと宗教改革がもつ歴史的意義、新航路の開拓が進められた背景・経過・結果、世界の交易の空間的な広がりについて、それぞれ理解する。 

【思】大航海時代とヨーロッパの海外進出、植民地化、アジアで繁栄していた諸国家、多面的・多角的に思考して、地図や表を用いて表現する。 

【態】アメリカにおける黒人差別、アフリカの経済的停滞や貧困など、現代的な課題とつながりをもつことに気づく。 

近世社会の成

立 

【知】ヨーロッパ人との交流が始まった国際的背景や南蛮貿易の特徴、織田信長と豊臣秀吉の統一事業の過程と対外政策について、それぞれ理解する。 

【思】キリスト教伝来の背景と日本の政治・社会に与えた影響、検地と刀狩によって生み出された近世の支配の仕組みなどを、多面的・多角的に思考する。 

【態】桃山文化の特色を理解し、現在の生活や文化のなかに、桃山文化の影響が残っていることを具体的に考察する。 

幕藩体制の確

立 

【知】江戸幕府による大名・朝廷・寺院統制の方針、幕藩体制のなかで村と百姓および町と町人が果たした役割、幕府の対外政策のねらいを理解する。 

【思】幕藩体制のもとでの村や町の自治的運営、四つの窓口における世界との交流などを、多面的・多角的に思考して、文章や表を用いて表現する。 

【態】先住民族として独自性を有するアイヌの人々の生活や文化について、関心と理解を深める。 

幕藩体制の展

開 

【知】農業生産の発展や諸産業の発達、街道や河川・海上交通の整備、貨幣・金融制度の仕組み、三都のそれぞれの特徴について、理解する。 

【思】平和の到来を前提として、幕府政治が変化して安定をみせたこと、都市の経済的発展が促されたことなどを、多面的・多角的に思考して、説明する。 

【態】現在に伝わっている特産物の誕生や交通網の整備について、図書館や博物館などを利用して身近な地域の具体例を調査し、意欲的に発表する。 

  

幕藩体制の動

揺 

【知】幕府が直面した課題をふまえながら、享保の改革、田沼時代、寛政の改革、天保の改革の諸政策とそのねらいを、それぞれ理解する。 

【思】民衆文化が教育の普及と文化の広がりを背景に展開したことなどを、具体例に基づいて多面的・多角的に思考し、文章で表現する。 

【態】衣食住、年中行事、祭礼などにおいて、各地域に生活に根ざした文化が生まれ、現在とも結びついていることに気づく。 

第
５
章 

近
代
の
日
本
と
国
際
社
会 

    

欧米諸国の近

代化と日本へ

の接近 

【知】市民革命、産業革命のもつ歴史的意義について理解する。 

【思】イギリス・アメリカ・フランスにおいて、市民革命の理念や理想がどの程度実現したかについて思考して表現する。 

【態】市民革命の理念・理想が現在の政治においてどの程度実現されているかを分析し、その実現のために何が必要であるかを具体的に考察する。産業革命

によって生じた社会問題について、現在の社会問題との共通点や相違点を考察する。 

開国と幕末の

動乱 

【知】開国による幕府の外交政策の変化を理解する。貿易が与えた経済の状況と、それによって高揚した尊王攘夷運動の関係を理解する。 

【思】幕末の日本をめぐる状況について、欧米列強の視点、倒幕側の視点、幕府側の視点を設定したうえで、思考し、表現する。 

【態】開国・貿易による経済状況、倒幕運動などの局面における幕府の政策判断の是非について具体的に考察する。 

中
学
社
会 

歴
史

分
野 

第４章 近世の日本 

 

第５章 近代の日本と国際社会 

 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

立憲国家への

道 

【知】教育制度・徴兵制度・殖産興業・文明開化などの明治政府による一連の改革を理解する。明治初期の対外関係では、アジア諸国とどのような関係が結

ばれたかを理解する。国会開設・憲法制定にいたる自由民権運動と明治政府の動向について経緯・結果を理解する。 

【思】明治政府の一連の改革によって、人々の生活がどのように変化したかを思考し、表現する。 

明治政府の対外政策によって、アジア諸国やそこに住む人々にどのような影響を与えたかを思考し、表現する。 

【態】明治政府の一連の改革について、国民の立場からその是非について具体的に考察する。また、当時の国際環境や国内の状況をふまえたうえで、どのよ

うな改革案が提示できるかについても具体的に考察する。 

 

  



「３年 歴史分野」 

使用教材 中学社会 日本と世界（山川出版社）、よみとき総合歴史（浜島書店）、高等学校世界史Ａ新訂版（清水書院）、 

 

評価の観点 

評価の観点 

【知】知識・技能 【思】思考力・判断力・表現力 【態】主体的に学習に取り組む態度 

明治以降の日本や世界の歴史の流れ、その時々の社会的事

象に関する幅広い知識や技能を身に付けている。 

基本的な知識とさまざまな資料を活用しながら、歴史的事

象の背景や原因、影響について、多面的･多角的な考察を行

い、表現する能力や能力を養う。 

歴史的事象の背景や原因、影響について、多面的･多角的

に追求し、表現しようとしている。 

 

年間の学習内容 

 

３ 学習計画及び評価方法等 

中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

① ① ① 

明治・日本の

国づくり 

【知】明治政府の新しい国づくりの方針や具体的な施策について，様々な資料を活用して，その過程や結果を読み取ったりまとめたりしている。 

【思】欧米列強の重圧が，わが国の政府に近代化を急がせたことを踏まえ，それぞれの改革の意義を説明できる。  

【態】明治維新について地域に伝わる伝承や史跡に関心をもち，意欲的に調べようとしている。 

アジア最初の

立憲国家・日

本 

【知】教科書の様々な資料から，わが国が自由民権運動や戦争を経て，国際社会で生き残ろうと努力してきた歩みを読み取っている。 

わが国の近代化の成功や対外戦争での勝利が，諸外国に与えた様々な影響について，多面的・多角的に理解している。   

【思】国内の近代化や対外戦争の勝利を果たすことによって欧米列強との不平等条約の改正が成し遂げられた，という当時の時代状況について考察している。  

【態】近代化と国力の充実を両輪として，わが国が国際的地位を確立していった努力に関心をもち，その経緯を意欲的に調べようとしている。 

近代産業の発

展と近代文化

の形成 

【知】様々な資料からわが国の産業発展のようすを読み取るとともに，明治の文化や学問を支えた人物についても読み取ったりまとめたりしている。 

近代化の波が産業や文化の面でどのように押し寄せ，人々の生活を変えていったのか理解している。   

【思】急速な近代化・欧米化の進展のなかで，わが国が発展した点，新たな問題を抱えた点などについて，多面的・多角的に考察し，その過程や結果を適切

に表現している。  

【態】明治の文化や産業の発達に関心をもち，この時代の郷土の文化人や実業家などについて，意欲的に調べようとしている。 

②  

第一次世界大

戦前後の日本

と世界 

【知】様々な資料から，第一次世界大戦による被害の大きさやその反省から生じた世界の新しい動きを読み取っている。 

大正時代の政治の動き，および文化の特色，社会の変化を国際情勢を踏まえて理解している。 

普選運動などにより選挙権を得た人々が増加していったことについて，グラフや表などの資料から，その推移を読み取ったりまとめたりしている。  

【思】国際的な地位を固めたわが国が，同時に列強の一員としての責務を背負ったことについて考察している。 

民族自決や共産主義が力を伸ばしていくなかで，わが国でも民主化への要望が高まっていったということを考察している。 

【態】民主政治の成熟が促した世界情勢に関心をもち，わが国での影響について，意欲的に調べようとしている。 

第二次世界大

戦終結までの

日本と世界 

【知】日中戦争，第二次世界大戦，太平洋戦争（大東亜戦争）に関する様々な資料から，世界各地で起こった紛争が，史上最大の戦争につながっていったこ

とを読み取っている。 

世界恐慌に際して大陸への進出を拡大しようとするわが国の動きに対し，米・中・ソなど各国がどのように反応したか理解している。  

【思】国際協調体制が，恐慌によって一挙に崩れ，ファシズムを生み出した経緯について考察している。 

【態】戦争の原因やその過程，被害の状況に関心をもち，戦争がどのようにして起こったのかについて，意欲的に調べようとしている。 

③ ① ① 

第二次世界大

戦後の占領と

再建 

【知】写真やコラムなどの資料から，第二次世界大戦後の世界がアメリカとソ連を中心とする東西両陣営の対立へと推移していったことを読み取っている。 

冷戦の発生とその激化について把握するとともに，わが国の進路が占領政策と冷戦の進行によって大きな影響を受けたことを理解している。 

【思】国際情勢の変化により，占領政策の方針が転換した結果，わが国の独立回復が早まり，西側陣営に加わることとなったという当時の時代状況について

考察している。  

【態】憲法改正の経過に関心をもち，ＧＨＱの占領政策の目的を踏まえ，新憲法が制定された経緯について，意欲的に調べようとしている。 

新
編 

日
本
の
歴
史 

① 近代の日本と世界 

② 二度の世界大戦と日本 

③ 現代の日本と世界 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

経済大国・日

本の国際的役

割 

【知】高度経済成長期以降のわが国の足取りの概要や，わが国が国際社会のなかで果たすべき役割を理解している。 

教科書の様々な資料などから，現代のわが国が抱えている国内外の課題を読み取ったりまとめたりしている。 

【思】冷戦・公害・石油危機など，わが国が多くの問題に直面し，これらをどのように乗り越えてきたのか，その過程について考察している。  

【態】戦後のわが国の歩みや社会の変化に関心をもち，家族や地域の人々への聞き取りを行うなど，意欲的に調べようとしている。 

 

  



「３年 公民分野」 

使用教材 中学社会 公民 ともに生きる（教育出版）・ライブ！2023 公共、現代社会を考える（帝国書院） 

 

評価の観点 

評価の観点 

【知】知識・技能 【思】思考力・判断力・表現力 【態】主体的に学習に取り組む態度 

社会的事象に関する幅広い知識や技能を身に付けている。 さまざまな資料を活用しながら社会的な課題を追求し、工

夫して表現する能力や、多面的･多角的な考察を行う能力

養う。 

国際社会に生きる民主的、平和的な国家･社会の形成者と

しての自覚を高めようとしており、積極的に他者や社会に

関わったり、ものの見方、感じ方、考え方を深めたりして

いる。 

 

年間の学習内容 

 

学習計画及び評価方法等 

中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

① ① ① 

私たちが生き

る現代社会 

【知】現代日本の特色として少子高齢化，情報化，グローバル化などが見られることについて理解している。 

【思】少子高齢化，情報化，グローバル化などが現在と将来の政治，経済，国際関係などに与える影響について，位置や空間的な広がり，推移や変化などに

着目しながら多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】少子高齢化，情報化，グローバル化が政治，経済，国際関係に影響を与えていることについて，現代社会にみられる課題の解決を視野に，主体的に社

会に関わろうとしている。 

現代につなが

る伝統と文化 

【知】現代社会における文化の意義や影響について理解している。 

【思】位置や空間的な広がり，推移や変化などに着目して，文化の継承と創造の意義について多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】教私たちが生きる現代社会と文化の特色について，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとしている。 

私たちがつく

るこれからの

社会 

【知】現代社会の見方・考え方の基礎となる枠組みとして，対立と合意，効率と公正などについて理解している。また，人間は本来社会的存在であることを

基に，個人の尊厳と両性の本質的平等，契約の重要性やそれを守ることの意義及び個人の責任について理解している。 

【思】対立と合意，効率と公正などに着目して，社会生活における物事の決定の仕方，契約を通した個人と社会との関係，きまりの役割について多面的・多

角的に考察し，表現している。 

【態】現代社会を捉える枠組みについて，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとしている。 

②  

日本国憲法の

成り立ちと国

民主権 

【知】日本国憲法が基本的人権の尊重，国民主権及び平和主義を基本原則としていること，日本国及び日本国民統合の象徴としての天皇の地位と天皇の国事

に関する行為について理解している。 

【思】対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法の支配，民主主義などに着目して，我が国の政治が日本国憲法に基づいて行われていることの意義について

多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】個人の尊重についての考え方や日本国憲法の基本的原則などについて，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとしている。 

憲法が保障す

る基本的人権 

【知】個人の尊重についての考え方を基本的人権を中心に深め，民主的な社会生活を営むためには法に基づく政治が大切であることや，法の意義を理解して

いる。 

【思】対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法の支配，民主主義などに着目して，基本的人権を中心とした個人の尊重の考え方や，民主的な社会生活を営

むことの意義について多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】基本的人権を守ることや法に基づく政治の意義などについて，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとしている。 

中
学
社
会 

公
民 

① 私たちの暮らしと現代社会 

② 個人を尊重する日本国憲法 

③ 私たちの暮らしと民主政治 

④ 私たちの暮らしと経済 

⑤ 安心して豊かに暮らせる社会 

⑥ 国際社会に生きる私たち 

⑦ 私たちが未来の社会を築く 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

私たちと平和

主義 

【知】平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して，国の安全と生存を保持しようと願い，日本が国際紛争解決の手段として戦争を放棄し，陸海空軍その他

の戦力を保持しないことを決意したことについて理解している。 

【思】対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法の支配，民主主義などに着目して，我が国の防衛・安全と世界平和を確立し実現することの意義について，

多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】未来にむけた世界の平和の構築のために，具体的な活動に取り組んでいる人々の姿から，人間の生命の尊さ，平和の尊さを自覚し，国際社会における

平和の構築などについて，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとしている。 

③ 

民主政治と日

本の政治 

【知】議会制民主主義の意義や多数決の原理とその運用の在り方，国会を中心とする我が国の民主政治のしくみのあらましや政党の役割について理解してい

る。 

【思】対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法の支配，民主主義などに着目して，民主政治の推進と，公正な世論の形成や選挙など国民の政治参加との関

連について多面的・多角的に考察，構想し，表現している。 

【態】民主政治と政治参加について，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとしている。 

三権分立のし

くみと私たち

の政治参加 

【知】 国会は，国権の最高機関であり，国の唯一の立法機関であることや，内閣については，我が国が議員内閣制を採用していること，法に基づく公正な裁

判の保障があることについて理解している。また，三つの権利が均衡を保ちながら果たしている役割を理解している。 

【思】対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法の支配，民主主義などに着目して，将来の主権者として主体的に政治に参加することの意義や，法に基づく

裁判の保障，民主的な政治と政治参加に関わる課題について多面的・多角的に考察，構想し，表現している。 

【態】民主的な国の政治のしくみや政治参加の方法，司法権の独立と法による裁判が憲法で保障されていることなどについて，現代社会に見られる課題の解

決を視野に主体的に社会に関わろうとしている。 

地方自治と住

民の参加 

【知】地方自治の基本的な考え方や，首長と議会の二つの機関を中心に行われる地方自治体の政治のしくみ，住民の権利や義務について理解している。 

【思】対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法の支配，民主主義などに着目して，地方自治体が果たしている役割や地方財政のあり方などについて多面的・

多角的に考察，構想し，表現している。 

【態】地方自治体で行われている実際の政治と身近な暮らしとの関連や，地域の政治に参加することの意義などについて，現代社会に見られる課題の解決を

視野に主体的に社会に関わろうとしている。 

④ 

消費生活と経

済活動 

【知】身近な消費生活を中心に，経済活動の意義や流通のしくみについて理解している。 

【思】対立と合意，効率と公正，分業と交換，希少性などに着目して，個人や企業の経済活動における役割と責任や流通機構の変化について多面的・多角的

に考察し，表現している。 

【態】身近な消費生活や流通のしくみと経済活動とのつながりについて，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとしている。 

企業の生産の

しくみと労働 

【知】現代の生産のしくみや企業のしくみと役割，勤労の権利と義務，労働組合の意義及び労働基準法の精神について理解している。 

【思】対立と合意，効率と公正，分業と交換，希少性などに着目して，企業の経済活動における役割と責任や，社会生活における職業の意義と役割及び雇用

と労働条件の改善について多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】企業がもつ社会的責任や，社会の中で働くことの意義などについて，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとしている。 

市場のしくみ

とはたらき 

【知】市場経済の基本的な考え方や，市場における価格の決まり方と資源の配分について理解している。 

【思】対立と合意，効率と公正，分業と交換，希少性などに着目して，市場メカニズムが公正にはたらくために必要な条件や制度について多面的・多角的に

考察し，表現している。 

【態】市場の働きと経済について，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとしている。 

金融のしくみ

と財政の役割 

【知】現代の金融のしくみやはたらき，財政及び租税の意義，国民の納税の義務について理解している。 

【思】対立と合意，効率と公正，分業と交換，希少性などに着目して，金融機関の果たす役割や財政及び租税の役割について多面的・多角的に考察，構想し，

表現している。 

【態】国民生活における金融機関や財政の果たす役割について，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとしている。 

⑤ 

暮らしを支え

る社会保障 

【知】 社会資本の整備，公害の防止など環境の保全，少子高齢社会における社会保障の充実・安定化，消費者の保護について，それらの意義を理解してい

る。 

【思】対立と合意，効率と公正，分業と交換，希少性などに着目して，市場の働きに委ねることが難しい諸課題に関して，国や地方自治体が果たす役割につ

いて多面的・多角的に考察，構想し，表現している。 

【態】国民生活に社会保障が果たす役割について，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとしている。 

これからの日

本経済の課題 

【知】公害など環境汚染や自然破壊の問題とその改善のあり方，グローバル化が進む国際社会における日本の貿易の過去と現状，地域社会の現状など，日本

経済のこれからのあり方や課題の解決に向けて考えを深めていくための知識を理解している。 

【思】対立と合意，効率と公正，分業と交換，希少性などに着目して，環境保全の問題，グローバル化する国際社会における日本，地域経済の活性化など，

これからの日本経済のあり方や課題とその解決について多面的・多角的に考察，構想し，表現している。 

【態】環境保全の問題，グローバル化する国際社会における日本，地域経済の活性化など，これからの日本経済のあり方や課題の解決を視野に主体的に社会

に関わろうとしている。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

⑥ 

国際社会の平

和を目ざして 

【知】国際社会において，領土(領海，領空を含む。)，国家主権，国際連合の働きなどの基本的な事項を中心に，国際協調の観点から国家間の相互の主権の

尊重と協力，各国民の相互理解と協力及び国際連合をはじめとする国際機構などの役割が大切であることを理解している。 

【思】対立と合意，効率と公正，協調，持続可能性などに着目して，日本国憲法の平和主義を基に，我が国の安全と防衛，国際貢献を含む国際社会における

我が国の果たすべき役割について多面的・多角的に考察，構想し，表現している。 

【態】国際社会の平和と秩序を維持していくために，国際機構が果たす役割の大切さや，よりよい社会を築いていくために，国や企業，民間団体や個人でも

できる国際支援の在り方などについて，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとしている。 

国際社会が抱

える課題と私

たち 

【知】地域紛争とその背景，地球環境，資源・エネルギー，貧困など国際社会が抱える多くの課題の解決のために，国際社会全体の経済的，技術的な協力な

どが大切であることを理解している。 

【思】対立と合意，効率と公正，協調，持続可能性などに着目して，地域紛争とその背景，地球環境，資源・エネルギー，貧困など国際社会が抱える多くの

課題の解決のために，我が国の果たすべき役割について多面的・多角的に考察，構想し，表現している。 

【態】国際社会の平和の維持と現代の国際社会が抱えるさまざまな課題について，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとしてい

る。 

⓻ 

持続可能な未

来の社会へ 

【知】評価項目なし。 

【思】社会的な見方・考え方を働かせ，私たちがよりよい社会を築いていくために解決すべき課題を多面的・多角的に考察，構想し，表現している。 

【態】私たちがよりよい社会を築いていくために解決すべき課題について，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「４年 地理総合」 

使用教材 高等学校 新地理総合(帝国書院)、新詳高等地図（帝国書院）、デジタル準拠ノート 高等学校新地理総合（帝国書院）、 

新詳地理資料 COMPLETE2023（帝国書院） 

 

評価の観点 

評価の観点 

【知】知識・技能 【思】思考力・判断力・表現力 【態】主体的に学習に取り組む態度 

地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様性

や，防災，地域や地球的課題への取組などを理解するとと

もに，地図や地理情報システムなどを用いて，調査や諸資

料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べ

まとめる技能を身に付けている。 

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位

置や分布，場所，人間と自然環境との相互依存関係，空間

的相互依存作用，地域などに着目して，概念などを活用し

て多面的・多角的に考察したり，地理的な課題の解決に向

けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に

説明したり，それらを基に議論したりする力を身に付けて

いる。 

地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野

にそこで見られる課題を主体的に追究，解決しようとする

態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を

通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土に

対する愛情，世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しよう

とすることの大切さについての自覚などを深めている。 

 

年間の学習内容 

 

学習計画及び評価方法等 

中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

① ① ① 

地図と地理情

報システム 

【知】日常生活の中でみられるさまざまな地図の読図などを基に，地図や地理情報システムの役割や有用性などについて理解している。 

【思】地図や地理情報システムについて，位置や範囲，縮尺などに着目して，目的や用途，内容，適切な活用の仕方などを多面的・多角的に考察している。 

【態】地図や地理情報システムについて，よりよい社会の実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究，解決しようとしている。 

結びつきを深

める現代世界 

【知】現代世界の地域構成を示したさまざまな地図の読図などを基に，方位や時差，日本の位置と領域，国内や国家間の結び付きについて理解している。 

【思】現代世界の地域構成について，位置や範囲などに着目して，主題を設定し，世界的視野から見た日本の位置，国内や国家間の結び付きなどを多面的・

多角的に考察し，表現している。 

【態】現代世界の地域構成について，よりよい社会の実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究，解決しようとしている。 

②  

生活文化の多

様性と国際理

解 

【知】世界の人々の特色ある生活文化を基に，人々の生活文化が地理的環境から影響を受けたり，影響を与えたりして多様性をもつことや，地理的環境の変

化によって変容することなどについて理解している。 

世界の人々の特色ある生活文化を基に，自他の文化を尊重し国際理解を図ることの重要性などについて理解している。 

【思】世界の人々の生活文化について，その生活文化がみられる場所の特徴や自然及び社会的条件との関わりなどに着目して，主題を設定し，多様性や変容

の要因などを多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】生活文化の多様性と国際理解について，よりよい社会の実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究，解決しようとしている。 

地球的課題と

国際協力 

【知】世界各地でみられる地球環境問題，資源・エネルギー問題，人口・食料問題及び居住・都市問題などを基に，地球的課題の各地で共通する傾向性や課

題相互の関連性などについて大観し理解している。 

世界各地でみられる地球環境問題，資源・エネルギー問題，人口・食料問題及び居住・都市問題などを基に，地球的課題の解決には持続可能な社会の

実現を目指した各国の取り組みや国際協力が必要であることなどについて理解している。 

【思】世界各地でみられる地球環境問題，資源・エネルギー問題，人口・食料問題及び居住・都市問題などの地球的課題について，地域の結び付きや持続可

能な社会づくりなどに着目して，主題を設定し，現状や要因，解決の方向性などを多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】地球的課題と国際協力について，より 

③ 

 

自然環境と防

災 

【知】我が国をはじめ世界でみられる自然災害や生徒の生活圏でみられる自然災害を基に，地域の自然環境の特色と自然災害への備えや対応との関わりとと

もに，自然災害の規模や頻度，地域性を踏まえた備えや対応の重要性などについて理解している。 

【思】地域性を踏まえた防災について，自然及び社会的条件との関わり，地域の共通点や差異，持続可能な地域づくりなどに着目して，主題を設定し，自然

災害への備えや対応などを多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】自然環境と防災について，よりよい社会の実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究，解決しようとして 

地
理
総
合 

① 地図でとらえる現代世界 

② 国際理解と国際協力 

③ 持続可能な地域づくりと私たち 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

生活圏の調査

と地域の展望 

【知】生活圏の調査を基に，地理的な課題の解決に向けた取り組みや探究する手法などについて理解している。 

【思】生活圏の地理的な課題について，生活圏内や生活圏外との結び付き，地域の成り立ちや変容，持続可能な地域づくりなどに着目して，主題を設定し，

課題解決に求められる取り組みなどを多面的・多角的に考察，構想し，表現している。 

【態】生活圏の調査と地域の展望について，よりよい社会の実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究，解決しようとしている。 

 

  



「４年 歴史総合」 

使用教材 歴史総合 近代から現代へ（山川出版社）、問いからはじまる歴史総合（とうほう）、要点整理 ゼミナール歴史総合（浜島書店） 

 

評価の観点 

評価の観点 

【知】知識・技能 【思】思考力・判断力・表現力 【態】主体的に学習に取り組む態度 

知識：近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、世界

とその中の日本を広く相互的な視野から捉え、現代的な諸

課題の形成に関わる近現代の歴史を理解する。 

技能：諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果

的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色など

を、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつな

がりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的

に考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に

入れて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的

に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。 

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社

会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする

態度を養う 

 

２ 年間の学習内容 

 

３ 学習計画及び評価方法等 

中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

① ① ① 歴史の扉 

【知】・身近な茶・コインを題材に私たちの生活が、日本や日本周辺の地域および世界の歴史とつながっていることを理解している。 

【思】・茶・コインを題材に近代化、国際秩序の変化や大衆化、グローバル化などの歴史の変化と関わらせて、日本や日本周辺の地域および世界の歴史との関

連性について考察し、表現している。  

【態】・身近な題材に対してみずから「問い」を立て、歴史との関連を追究しようとしている。 

②  

１交通と貿易

／２産業と人

口／３権利意

識と政治参加

や国民の義務

／４学校教育

／５労働と家

族／６移民 

【知】・資料を利用して、交通の発達や貿易の拡大が近代化の重要な側面であることを理解している。 

・資料を利用して、産業発達と人口増加の関連性が近代化の重要な側面であることを理解している。 

・資料を利用して、身分を問わずに権利や義務を課すことが近代化の重要な側面であることを理解している。 

・資料を利用して、学校教育の均質化・一般化が近代化の重要な側面であることを理解している。 

・資料を利用して、産業革命による労働の変化と家族のあり方の変化が近代化の重要な側面であることを理解している。 

・資料を利用して、移民の増加が近代化の重要な側面であることを理解している。   

【思】・諸資料から、交通の発達や貿易の拡大が近代化にあたえた影響について考察している。 

・諸資料から、産業革命前後に発生した産業と人口の変化の関係性について考察している。 

・諸資料から、日本で 19世紀におこなわれた、身分を問わずに義務を課そうとする動きや、同様に身分を問わずに権利を獲得しようとする動きの関係

性について考察している。 

・諸資料から、学校教育の均質化・一般化が近代化にあたえた影響について考察している。 

・諸資料から、産業革命によって労働環境・家族形態が変化する理由について考察している。 

・諸資料から、近代において移民が増大した理由について考察している。  

【態】・交通の発達や貿易の拡大について、見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

・産業の発達や人口の増加について、見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

・権利と義務の関係性について、見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

・学校教育の均質化・一般化について、見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

・産業革命にともなう労働や家族の変化について、見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

・近代における移民増加の背景について、見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

歴
史
総
合 

近
代
か
ら
現
代
へ 

① 歴史の扉 

② 近代化への問い 

③ 近代化と私たち 

④ 近代化と現代的な諸課題 

⑤ 国際秩序の変化や大衆化への問い 

⑥ 国際秩序の変化や大衆化と私たち 

⑦ 国際秩序の変化や大衆化と現代的な諸課題 

⑧ グローバル化への問い 

⑨ グローバル化と私たち 

⑩ 現代的な諸課題の形成と展望 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

③ ① ① 

結びつく世界 

【知】・16世紀のアジア各国の大帝国と、ヨーロッパ諸国のアジア交易への進出を理解している。 

・琉球とアイヌが東アジアではたした役割を理解している。  

・15～16世紀にかけてのヨーロッパ人による航海と探検についてまとめている。 

【思】・アジア各地に成立した大帝国を比較し、その特徴を考察し、表現している。 

・清と江戸幕府の政治・経済政策の特徴について考察し、表現している。  

・宗教改革とヨーロッパ人の海外進出、および宗教改革と科学革命の結びつきについて考察している。 

・ヨーロッパ人の海外進出によってアメリカ大陸とアフリカ大陸にもたらされた影響を考察している。 

【態】・アジアの国々を結んでいたアジア域内貿易のあり方について追究しようとしている。 

・江戸時代の日本の対外貿易を、東アジアだけではなく世界的な観点から再構築しようとしている。 

・ヨーロッパにおける中央集権的な国家体制の成立と海外進出の結びつきを追究しようとしている。 

・「大航海時代」の結果として進んだ「世界の一体化」と現代の「世界の一体化」＝グローバル化の共通点と相違点を見出そうとしている。 

近代ヨーロッ

パ・アメリカ

世界の成立 

【知】・大航海時代以降の植民地の獲得によって、ヨーロッパ諸国が重商主義で経済を発展させたことを理解している。 

・ナポレオン戦争によるヨーロッパにおける変化を理解している。  

・ウィーン会議の内容と体制の特徴を理解している。 

・ウィーン体制がめざしたものと、自由主義やナショナリズムがめざしたものが対立していく構造を理解している。 

・フランスの第二帝政やイギリスの自由貿易体制の成立を理解している。 

・イタリアやドイツの統一国家の形成について理解している。 

・どのような人々がアメリカ大陸へとわたったのかを理解している。 

・アメリカ合衆国の西漸運動について理解している。 

・「東方問題」に関係する国々と、問題に対する各国の論理を理解している。 

・イギリスがスエズ運河株式会社株の獲得や民族運動の弾圧を通して、エジプトを段階的に植民地化したことを理解している。 

・地図の比較から、ヨーロッパによる東南アジアの植民地化を読み取っている。 

・開国を転換点として、江戸幕府と朝廷・諸大名の関係に変化が生じたことを理解する。 

【思】・産業革命による工業化や交通革命・通信革命などの変化、軍事技術の発展などによって西ヨーロッパを中心とした植民地支配が一層拡大したことを

考察している。 

・アメリカ独立革命がその後の世界にあたえた影響を比較しながら、多面的・多角的に考察し、表現している。 

・フランス革命がその後の世界にあたえた影響を多面的・多角的に考察し、表現している。 

・資本主義に対抗する論理として社会主義がうみ出された背景について、具体的な人物などをあげながら考察している。 

・ビスマルク外交の基本方針が、どのように外交政策に反映されたかを考察し、表現している。 

・19世紀の文化・科学と社会の変容を、具体的な例をあげながら表現している。 

・イギリスがフランスとの対立やインドの諸勢力との戦いによって、インドを段階的に植民地化した過程を考察し、表現している。 

・開国によって世界と結びついたことによる江戸幕府や諸藩における知識・技術の受容と、日本と欧米諸国とのあいだの貿易の特徴を考察する。 

【態】・産業革命を単に技術革新としてとらえるのではなく、国内外にもたらしたさまざまな変化を注視しようとしている。 

・産業革命による人々の生活の変化を追究しようとしている。 

・アメリカ独立革命とフランス革命によってうみ出された理念や考え方について追究しようとしている。 

・ドイツとイタリアの統一運動が失敗に終わった要因を見出そうとしている。 

・今日の国家につながるイタリアやドイツの統一が、ヨーロッパのパワーバランスにどのような影響を与えたのかを意欲的に検討しようとしている。 

・独立当初のアメリカ合衆国は必ずしも今日のような大国であったわけではなかったことを理解し、西方への領土の拡大がアメリカ合衆国の発展とど

のように関係しているのかを追究しようとしている。 

・今日のアメリカ合衆国における黒人差別の問題と南北戦争が結びつく構造を見出そうとしている。 

・幕末の動乱と欧米諸国との関係について、事件を整理しながら追究しようとしている。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

明治維新と日

本の立憲体制 

【知】・大政奉還の上表の史料を読み、明治新政府の成立を読み取っている。 

・四民平等へ向けた諸改革を理解し、文明開化の風潮と広まりを整理し、理解している。・自由民権運動の展開について、民撰議院設立の建白の史料を

もとに、その目的を整理し理解している。 

・大日本帝国憲法の成立過程を理解し、その下で成立した制度や諸法典の内容を理解している。 

【思】・大政奉還・五箇条の誓文の２つの史料を読み、新政府の方針を比較して共通点・相違点を考察している。 

・四民平等の原則により、同じ義務をもつ国民が形成され、徴兵や租税がどのようにして実施されたのか考察している。 

・日本が導入した欧米からの新技術について具体的に考察している。 

清・朝鮮・ロシアとの国境について、史料や地図をもとに考察している。 

・自由民権運動の展開について、民権運動の担い手側と政府の側の双方についてその動きを比較して、表現している。 

・松方財政について政策の内容を理解し、それが自由民権運動にどのような影響をあたえたかを、具体的な事件にもふれて考察している。 

・日本が、朝鮮・清に対してどのような過程を経て条約を締結したかを表現している。 

・イギリスとの条約改正は、イギリスとロシアの緊張のなかで、ロシアの東アジアへの進出に対抗するという要因があったことを多面的・多角的に考察

している。 

・日清戦争後の、政府と政党の動きについてその推移を考察している。 

【態】・開国後の欧米列強との貿易における中国と日本の輸出入品から、共通点や相違点を見出そうとしている。 

・幕末の動乱と欧米諸国との関係について、事件を整理しながら追究しようとしている。 

・新政府の方針をとらえるとともに、諸藩がどのように対応したかを、新政府側、諸藩側の立場にたって意欲的に探究しようとしている。 

・文明開化の内容とその風潮や広まりについて調べることを意欲的に取り組もうとしている。 

・岩倉使節団が、具体的にどのような国々を訪問し、何を視察して帰国したのか、意欲的に調べ、協議し、追究しようとしている。 

・大日本帝国憲法や諸法典が具体的にドイツ理論やフランス法からどのような影響を受けているかを追究しようとしている。 

・山県有朋首相の演説や福沢諭吉の「脱亜論」の史料を読み、その内容を比較して、相違点や共通点を具体的に追究しようとしている。 

・日清戦争の原因・過程・結果を考察し、その後の日本の台湾・朝鮮の統治について追究しようとしている。 

帝国主義の展

開とアジア 

【知】・明治政府の条約改正の展開が、清を中心とした東アジアの国際関係にどのような影響を与えたのか理解している。 

・日清戦争の原因・過程・結果を年表にまとめている。 

・日清戦争後に政府が軍備拡張と産業育成を進めるにあたり、政党がどのように対応したかを理解している。 

・日本の産業革命について、どのような特色をもち、国内や貿易にどのような影響をおよぼしたかを理解している。 

・産業革命の進行と同時に就学率が向上し、学校教育、学校制度がどのように展開したかを年表にまとめている。 

・山県有朋首相の演説や福沢諭吉の「脱亜論」の史料を読み、その内容を比較して、相違点や共通点を具体的に追究しようとしている。 

・日清戦争の原因・過程・結果を考察し、その後の日本の台湾・朝鮮の統治について追究しようとしている。 

・列強が中国に進出したことに対して、中国の人々はどのように対応したかを理解している。 

・日露戦争がおきた背景・過程・結果を年表にまとめている。 

【思】・日本が、朝鮮・清に対してどのような過程を経て条約を締結したかを表現している。 

・イギリスとの条約改正は、イギリスとロシアの緊張のなかで、ロシアの東アジアへの進出に対抗するという要因があったことを多面的・多角的に考察

している。 

・日清戦争後の、政府と政党の動きについてその推移を考察している。 

・日本に、欧米の技術が本格的に導入されて、その後資本主義のしくみがどのように展開したかを鉄道・紡績などを比較して、考察している。 

・軽工業・重工業の発展にともない、工場労働者たちはどのような動きをし、それに対して政府はどのように対応したかを考察し、表現している。 

・第２次産業革命の内容を理解し、どのように展開したかを考察している。 

・帝国主義の生まれた背景や進展について、主要国の動向を考察し、表現している。 

・中国で列強の権益獲得の動きが活発化したことで、民衆はどのような動きをしていくかを表現している。 

・清朝の滅亡と中華民国の成立について、原因と辛亥革命の過程をまとめて考察している。 

【態】・山県有朋首相の演説や福沢諭吉の「脱亜論」の史料を読み、その内容を比較して、相違点や共通点を具体的に追究しようとしている。 

・日清戦争の原因・過程・結果を考察し、その後の日本の台湾・朝鮮の統治について追究しようとしている。 

・産業革命の発展について、産業別に比較し、具体的に考察し追究しようとしている。 

・産業革命の影響は人々の生活にどのような変化をもたらしたのかを、工業面、農業面など多面的・多角的に追究しようとしている。 

・帝国主義について、列強の植民地化という観点と、アフリカ・太平洋諸地域・ラテンアメリカの国々の抵抗という観点を多角的にとらえて、追究しよ

うとしている。 

・列強の動きに対して、植民地された地域において人々はどのような動きをして対応していったかを深く追究しようとしている。 

・日露戦争の結果、日本国内や周辺地域（朝鮮・満洲）にどのような影響をおよぼしたか、多面的に追究しようとしている。 

・インド・東南アジアの民族運動、西アジアの革命について、その動向を追究しようとしている。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

④  

自由・制限／

開発・保全 

【知】・自由・制限の観点から、諸資料から情報を適切かつ効果的にまとめ、現代的な諸課題に関わる近代化の歴史を理解している。 

・開発・保全の観点から、諸資料から情報を適切かつ効果的にまとめ、現代的な諸課題に関わる近代化の歴史を理解している。   

【思】・自由・制限の観点から、国家間の関係の変化などに着目して、これまでの学習を振り返り、諸資料を活用して、現代的な諸課題との関連を考察し、探

究した結果を表現している。 

【態】・自由・制限について、よりよい社会の実現を視野に、自身との関わりをふまえて学習を振り返るとともに、次の学習へのつながりや課題を見出そうと

している。 

・開発・保全について、よりよい社会の実現を視野に、自身との関わりをふまえて学習を振り返るとともに、次の学習へのつながりや課題を見出そうと

している。 

⑤ ① ① 

国際秩序の変

化や大衆化へ

の問い 

【知】・資料を利用し、戦争や交易における結びつきの変化が国際秩序の変化や大衆化の重要な側面であることを理解している。 

・資料を利用し、アメリカ合衆国とソ連の世界の工業生産における台頭が国際秩序の変化や大衆化の重要な側面であることを理解している。 

・資料を利用し、第一次世界大戦後の植民地問題への取り組みが国際秩序の変化や大衆化の重要な側面であることを理解している。 

【思】・資料を利用し、戦争や交易における結びつきの変化が国際秩序の変化や大衆化の重要な側面であることを理解している。 

・資料を利用し、アメリカ合衆国とソ連の世界の工業生産における台頭が国際秩序の変化や大衆化の重要な側面であることを理解している。 

・資料を利用し、第一次世界大戦後の植民地問題への取り組みが国際秩序の変化や大衆化の重要な側面であることを理解している。 

【態】・19世紀後半から 20世紀にかけての国際関係の緊密化について見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

・アメリカ合衆国とソヴィエト連邦の台頭が国際社会に与えた影響について見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

・第一次世界大戦後と第二次世界大戦後における植民地の独立について見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

⑥  

第一次世界大

戦と大衆社会 

【知】・第一次世界大戦によって成立した総力戦体制とその影響による社会の変化を理解している。 

・二十一カ条の要求に対する日中両国の動きを理解している。 

・ロシア革命に対する内戦の構造と、そこに日本がシベリア出兵によって兵を送ったねらいを理解している。 

・第一次世界大戦後のパリ講和会議、ワシントン会議における各国の思惑を理解している。 

・ヴェルサイユ体制とワシントン体制による国際秩序のあり方を理解している。 

・ガンディーに象徴されるインドの民族運動を理解している。 

・東南アジア各地域における民族運動とその指導者について理解している。 

・第一次世界大戦後のアメリカにおける大衆化と保守化について理解している。 

・普通選挙の実現にいたる護憲運動を展開した護憲派の人々の動きと、政府側の対応の推移を理解している。 

・大戦景気が日本経済においてあたえた影響を理解している。 

【思】・バルカン半島の地理的・民族的・宗教的な複雑さをもとに、バルカン諸国の対立が第一次世界大戦の開戦に影響をあたえたことを多面的・多角的に考

察している。 

・戦時外交とアメリカの参戦が戦争の展開にあたえた影響を考察している。 

・第一次世界大戦後のイギリス・フランス・ドイツ・イタリア各国における変化のあり方を、それぞれの国の当時の情勢から考察している。 

・各国が国際協調路線をとった背景を考察している。 

・第一次世界大戦後に植民地諸地域で民族運動が活発になったことによる影響について考察している。 

・図や写真、表などを使いながら、日本における中間層の出現や都市化による変化を表現している。 

・図やグラフを使いながら、民衆のエネルギーがどのような動きとなったか考察している。 

・普通選挙を求める運動において、天皇機関説や民本主義がはたした役割について考察している。 

【態】・ロシア革命とソ連の成立の歴史的意義を追究しようとしている。 

・資料を活用し、シベリア出兵の進路からその意図を見出そうとしている。 

・各地での民族運動の展開を比較しながら、その共通点と相違点について追究しようとしている。 

・第一・アメリカで成立した大量消費社会が日本の大衆文化・消費文化につながっていくことを追究しようとしている。 

・アメリカで成立した大量消費社会が日本の大衆文化・消費文化につながっていくことを追究しようとしている。 

・クー＝クラックス＝クランなど、今日にも残る保守系組織がこの時代に誕生したことを見出そうとしている。 

・普通選挙法とともに、護憲派の内閣が治安維持法を制定した理由を追究しようとしている。 

・第一次世界大戦後に労働運動や社会運動が活発化する背景と展開を国際社会と比較しながら意欲的に検討しようとしている。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

経済危機と第

二次世界大戦 

【知】・世界恐慌の発生の原因・過程・結果について理解している。 

・世界恐慌中の各国の鉱工業生産指数のグラフを読み、国ごとの回復を比較し、理解している。 

・アメリカのニューディール政策と外交政策の変化を年表にまとめている。 

・ドイツを中心としたファシズムはどのようにして台頭してきたか年表にまとめている。 

・ドイツの台頭によって、イタリアはどのような政策を展開していくか理解している。 

・金融恐慌がおこった原因・過程・結果について理解している。 

・銀行数と５大銀行の占有率の変化のグラフを読み、金融恐慌の結果市場はどのような状態になったか理解している。 

・第二次世界大戦のおこった背景を理解し、ヨーロッパ諸国がどのような影響を受けたのかまとめている。 

・国内の人びとの生活や、中国・朝鮮から動員された人びとの生活がどうであったか理解している。 

【思】・世界恐慌に対して、各国がどのように対応していったのか比較し、その対応策を表現している。 

・ソ連の計画経済にもとづく社会主義の政策が世界恐慌にどのように対応することができたかを考察し、表現している。 

・フランス・スペインで成立した人民戦線政府を比較し、その後の動きを表現している。 

・ソ連の体制はファシズム体制はどのような点で類似していたかを考察し、表現している。 

・二・二六事件、日中戦争、三国同盟にいたる時期を年表にまとめて、その動向を表現している。 

・この時期の、日本の国民生活の変化・影響について考察している。 

・日本とアメリカの対立の背景を、日米関係を基軸にして、多角的に表現している。 

・日米の主要物資の生産高を比較して、日米の差がどのくらいあったのかを考察し、表現している。 

【態】・世界恐慌は、国際秩序にどのような変化をもたらしたか、資本主義国・社会主義国の視点から多面的・多角的に追究しようとしている。 

・ドイツの拡張政策に対して、ヨーロッパ諸国はどのように対応していったのかを追究しようとしている。 

・ドイツとソ連が独ソ不可侵条約を締結するにいたる過程を追究しようとしている。 

・満洲事変の原因・過程・結果を考察し、その後の政府の満洲での政策を追究しようとしている。 

・五・一五事件の背景・結果を考察し、その後、日本は国際社会でどのような立場になるかを追究しようとしている。 

・日中戦争の長期化は、日中両国の人びとや国際社会にどのような影響をもたらしたのか、多面的・多角的に追究しようとしている。 

・三国同盟の締結が、イギリス・アメリカに対して与えた影響について追究しようとしている。 

・第二次世界大戦の終結にいたる連合国側の会議について時系列にその内容を追究しようとしている。 

・第二次世界大戦の結果、国際社会はどのように変化していくことになるかその嚆矢について追究しようとしている。 

戦後の国際秩

序と日本の改

革 

【知】・第一次世界大戦、第二次世界大戦を経て、国際社会は平和と安定をどのようにして構築していこうとしているか理解している。 

・「大西洋憲章」を読み、国際秩序をどのようにして構築していこうとしたか理解している。 

・中華人民共和国の成立の過程を年表にまとめて理解している。 

・朝鮮戦争の原因・過程を理解して、東アジアの諸地域や中華人民共和国・中華民国にあたえた影響を理解している。 

・連合国は、どのような面で日本の民主化を進めていったのか理解している。 

・戦後の日本の改革を年表にまとめている。 

・日本の占領政策の転換について、その理由を考察し、どのように進めたかを理解している。 

・日本の独立回復のための、単独講和論と全面講和論のそれぞれの主張を理解し、国際社会へどのように復帰したか理解している。 

【思】・国際連合のしくみと内容について、政治的・経済的な面から理解して、新しい秩序にどう対応していくか考察している。 

・ドイツの分割統治について、アメリカ・イギリス・フランス側とソ連側を比較して考察している。 

・東アジア諸国の独立の経緯を考察し、旧宗主国はどのような対応をとったのかを、各国別に表現している。 

・インド・パキスタン・セイロンの独立について、どのような問題がおきたのか考察している。 

・日本国憲法の制定の過程を考察し、どのような手続きを経て公布、施行されたかを表現している。 

・日本国憲法を読み、大日本帝国憲法と比較して、どのような点が変わったのか、変わった理由について考察し、表現している。 

・サンフランシスコ平和条約と日米安全保障条約の史料を読み、日本が認めた内容を考察している。 

・日本は約７年ぶりに独立を回復したが、どのようなかたちで国際社会に復帰したかを考察している。 

【態】・冷戦という新たな対立がおこった、背景・過程・結果を追究しようとしている。 

・米ソの巨大化にともない、ヨーロッパ諸国が弱体化していくことについてその理由を追究しようとしている。 

・第二次世界大戦後のイスラエル成立によりパレスチナ問題が深刻化したことについて考察し、その原因・過程を追究し、どのようにして解決できるか

を追究しようとしている。 

・経済の民主化、労働運動の進展、農地改革を多面的・多角的に考察し、戦後処理のあり方を理解し、追究しようとしている。 

・日本の復興の実態とそれにともなう政策について追究しようとしている。 

・日本の占領政策が、民主化優先から経済優先へと転換された理由・過程を、国際社会の動向をふまえて多面的・多角的に追究しようとしている。 
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小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

⑦ ① ① 

国際秩序の変

化や大衆化と

現代的な諸課

題 

【知】・対立・協調の観点から、諸資料から情報を適切かつ効果的にまとめ、現代的な諸課題に関わる国際秩序の変化や大衆化の歴史を理解している。 

・平等・格差の観点から、諸資料から情報を適切かつ効果的にまとめ、現代的な諸課題に関わる国際秩序の変化や大衆化の歴史を理解している。 

・統合・分化の観点から、諸資料から情報を適切かつ効果的にまとめ、現代的な諸課題に関わる国際秩序の変化や大衆化の歴史を理解している。  

【思】・対立・協調の観点から、ムスリムとヒンドゥー教徒の関係性などに着目して、これまでの学習を振り返り、諸資料を活用して、現代的な諸課題との連

を考察し、探究した結果を表現している。 

・平等・格差の観点から、オリンピックにおける女性の参加などに着目して、これまでの学習を振り返り、諸資料を活用して、現代的な諸課題との関連

を考察し、探究した結果を表現している。 

・統合・分化の観点から、近代以降に発生した移民や難民の背景などに着目して、これまでの学習を振り返り、諸資料を活用して、現代的な諸課題との

関連を考察し、探究した結果を表現している。  

【態】・今日にいたるまでの核開発競争について、見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

・移民人口や日系企業の進出先の傾向について、見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

・高度情報通信の普及の仕方とその背景について、見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

・飢餓の現状や国際社会の取り組みなどの世界の人口問題について、見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

・ＳＤＧｓとも関連させながら、資源・エネルギー源の拡大と地球環境の両立について、見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

・2020年のコロナウィルスの世界的流行とグローバル化された社会における感染症の蔓延について、見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

・多様な人々が共存する社会の発展について、見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

⑧  

グローバル化

への問い 

【知】・資料を利用して、冷戦期における核実験による核の拡散がグローバル化の重要な側面であることを理解している。 

・資料を利用して、移民と積極的な企業の海外進出がグローバル化の重要な側面であることを理解している。 

・資料を利用して、電話（固定・携帯）やインターネットなどの通信技術の、時代や地域における普及がグローバル化の重要な側面であることを理解し

ている。 

・資料を利用して、世界人口の増加と食料供給のバランスがグローバル化の重要な側面であることを理解している。 

・資料を利用して、森林資源やエネルギー構成の変化がグローバル化の重要な側面であることを理解している。 

・資料を利用して、人々の移動の活発化と感染症の拡大がグローバル化の重要な側面であることを理解している。 

・資料を利用して、アメリカ合衆国におけるインディアンなどのマイノリティの人々の運動がグローバル化の重要な側面であることを理解している。   

【思】・諸資料から、第二次世界大戦後の国際関係の変化を同盟体制や核開発の展開について考察している。 

・諸資料から、移民の動きや企業の海外進出の背景について考察している。 

・諸資料から、情報通信技術の発達と普及について考察している。 

・諸資料から、世界の人口の伸びと食料生産の問題について考察している。 

・諸資料から、資源・エネルギー源の拡大と地球環境の保全のあり方について考察している。 

・諸資料から、グローバル化と感染症の関係について考察している。 

・諸資料から、多様な人々の共生と衝突について考察している。 

【態】・今日にいたるまでの核開発競争について、見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

・移民人口や日系企業の進出先の傾向について、見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

・高度情報通信の普及の仕方とその背景について、見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

・飢餓の現状や国際社会の取り組みなどの世界の人口問題について、見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

・ＳＤＧｓとも関連させながら、資源・エネルギー源の拡大と地球環境の両立について、見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

・2020年のコロナウィルスの世界的流行とグローバル化された社会における感染症の蔓延について、見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

・多様な人々が共存する社会の発展について、見通しをもって学習に取り組もうとしている。 



⑨  

冷戦と世界経

済 

【知】・西側陣営、東側陣営によるそれぞれの防衛体制の構築について理解している。 

・核兵器の独占がソ連に破られたことによるアメリカ社会が受けた衝撃を理解している。 

・1950年代にアメリカの黒人差別への批判などが高まった背景を理解している。 

・東西冷戦を象徴する「ベルリンの壁」構築の背景を理解している。 

・第二次世界大戦による荒廃によって、西ヨーロッパの国際的地位が低下したことを理解している。 

・西ヨーロッパの地域統合における歩みを理解している。 

・アジア・アフリカでの新興独立国の増加と「第三世界」の形成が国際社会にあたえた影響を理解している。 

・分裂していた社会党が統一するなかで、保守合同がおこなわれたことを理解し、二大政党の対立の実態をまとめている。 

・ソ連との国交樹立の経緯を理解し、日本の国際連合加盟における課題を理解している。 

・高度経済成長の契機を理解し、欧米を上まわる経済成長が実現した要因についてまとめている。 

・高度経済成長のメカニズムを整理し、日本の産業構造の変化を理解したうえで、農業の近代化についてまとめている。 

・ヨーロッパで進められた緊張緩和の動きを理解している。 

・核軍縮に対する米ソや国際社会の取り組みについて理解している。 

・中ソ対立のなかで、大躍進政策やプロレタリア文化大革命がおこり、当時の中国に大きな影響をあたえたことを理解している。 

・「プラハの春」の背景とその経過を理解している。 

・ベトナム戦争の要因とその経過について理解している。 

・1970年代に世界経済の転換がおこった背景を理解している。 

・金ドル本位制の停止が世界経済にあたえた影響を理解している。 

・石油危機が発生した背景と世界経済にあたえた影響を理解している。 

・1960～70年代にかけて、アジアで外資導入によって経済開発が進んだことを理解する。 

・中国における改革開放路線について理解している。 

・高度経済成長後の日本の安定成長の背景を理解している。 

【思】・ワルシャワ条約機構が結成された背景と、その影響について考察している。 

・核兵器開発競争の過熱化が国際連合の下で、原子力発電の開発の本格化につながったことを考察している。 

・1950年代のアメリカ社会のあり方を軍産複合体から考察している。 

・「雪解け」や米ソ関係の冷えこみなど、冷戦下における外交関係の変化を考察している。 

・経済統合のメリットとデメリットを比較しながら、地域統合がヨーロッパ経済の発展につながったことを考察している。 

・アメリカの主導権から西ヨーロッパ諸国が脱却しようとした背景を考察している。 

・アフリカ諸国が独立後も内戦やクーデタによって安定しなった背景について考察している。 

・カストロやゲバラを指導者とするキューバ革命がラテンアメリカ諸国にあたえた影響を考察している。 

・韓国・中国との国交正常化の過程を比較して、その共通点や相違点などを考察している。 

・社会の変貌について、日本の食生活の変化を品目別に比較して考察している。 

・ベトナム反戦運動と公民権運動がアメリカの政治に与えた影響を考察している。 

・1970年代の米ソの威信低下、米中接近が米ソ間の関係改善につながった点を考察している。 

・1970年代に経済成長を重視する価値観からの変容が進んだ要因を考察している。 

・石油危機後に新自由主義が西側諸国で目指された理由を考察している。 

・アジアにおける開発独裁について、利点と問題点について考察している。 

・プラザ合意とバブル経済の関係について考察している。 

【態】・地図を活用し、西側陣営・東側陣営が構築した防衛体制と主な紛争地点から、その意図を見出そうとしている。 

・グラフから米ソの核開発競争の過熱化について見出そうとしている。 

・スターリンの死や「スターリン批判」が東側陣営にあたえた影響から、東側陣営のあり方について追究しようとしている。 

・東西分裂期のドイツにおけるベルリンのあり方と「ベルリンの壁」が東西冷戦の象徴とされた意味を追究しようとしている。 

・ECと EFTAを、それぞれ今日の EUと EFTAと比較することで、地域統合の歴史的意義を追究しようとしている。 

・アメリカと一定の距離をとろうとするフランスやヨーロッパの姿勢を今日までの歴史のなかでほかにも見出そうとしている。 

・日米相互協力及び安全保障条約（新安保条約）で新しく加わった内容を理解し、条約改定を反対した運動がおきた理由を追究しようとしている。 

・ベトナム戦争の背景・経緯を年表にまとめて表現し、その後の課題について追究しようとしている。 

・豊かな生活を求めて消費が拡大していくことについて、その要因を多角的に追究しようとしている。 

・高度経済成長のひずみについて、地方の過疎化、都市の過密化の課題を理解し、その課題への対応や解決について追究しようとしている。 

・キューバ危機にいたるアメリカのキューバ政策への批判的な検討に取り組もうとしている。 

・今日の核軍縮と核保有国の実態について追究しようとしている。 

・「プラハの春」から派生した「アラブの春」という言葉から、「プラハの春」のもつ歴史的意義を追究しようとしている。 

・ベトナム反戦運動と公民権運動が同時期に展開されることになった背景の学習に取り組もうとしている。 

・石油危機以降、原油価格の高騰はどのような背景をもっておこっているのかを見出そうとしている。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

・省エネルギー化（省エネ）やハイテクノロジー（ハイテク）化など今日にもつながる動きがうみ出されたことを見出そうとしている。 

・開発独裁が今日にもあるとすれば、それはどのような形で存在しているのかを追究しようとしている。 

・1970～80年代の日本の安定成長の背景にあった問題点を追究しようとしている。 

グローバル化

する世界 

【知】・ソ連のアフガニスタン侵攻が米ソ関係の悪化と軍事費の増大につながったことを理解している。 

・1980年代のソ連の沈滞の原因を理解している。 

・ゴルバチョフによる新思考外交を契機として冷戦が終結したことを理解している。 

・ゴルバチョフによるソ連の社会主義体制の改革「ペレストロイカ」の取り組みを理解している。 

・地域統合や自由貿易圏の設立とともに、世界規模での貿易を促進するＷＴＯの役割を理解している。 

・東南アジア諸国やインドにおける民主化や経済政策について理解している。 

・冷戦終結前後の韓国と北朝鮮における政治情勢や台湾の民主化の推進について理解している。 

・国際的な非難を受けた文革後の中国における統治政策を理解している。 

・1993年のオスロ合意がパレスチナ問題において歴史的なものであったことを理解している。 

・アメリカの中東政策に対する反発から、イスラーム過激派によって同時多発テロがおこされたことを理解している。 

・55年体制の崩壊の要因とその結果として誕生した政権の特徴を理解している。 

・自衛隊の海外派遣が可能になった経緯を理解している。 

【思】・写真を使用し、イラン＝イスラーム革命の特徴を考察し、表現している。 

・イラン＝イラク戦争と湾岸戦争におけるアメリカの立場について考察している。 

・共産党による支配と連邦制からソ連邦の崩壊について考察している。 

・ユーゴスラヴィア紛争の背景にある宗教・民族分布の複雑さを考察している。 

・ラテンアメリカ諸国で民政移管が進んだ背景を考察している。 

・南アフリカでアパルトヘイト政策が撤回され、マンデラ大統領が誕生した要因を考察し、表現している。 

・アフガニスタン戦争がそれまでの戦争とは異なる点を考察している。 

・イラク戦争の問題点について考察し、表現している。 

・株価と地価の推移のグラフと歴史的なできごとから、バブル崩壊から 2000年代にいたる日本経済の低迷を考察している。 

【態】・東欧革命による各国での新体制を比較し、傾向を見出そうとしている。 

・チェルノブイリ原発事故の発生から、今日までの歩みをもとに事故の意味を追究しようとしている。 

・ユーゴスラヴィア紛争における国際社会の関わり方について追究しようとしている。 

・経済を軸とした地域統合によって目指した未来像が、今日の世界経済とどのように重なっているのかを見出そうとしている。 

・マンデラ大統領が目指した南アフリカの姿を映画『インビクタス』から見出そうとしている。 

・市場経済の導入と民主化の要求に対する中国の対応について追究しようとしている。 

・パレスチナ自治区において分離壁が築かれ、ユダヤ人入植地が拡大していることの問題点を見出そうとしている。 

・長期化したシリア内戦において生じた 500万人以上の国外難民とその受け入れをめぐる問題を追究しようとしている。 

・自衛隊の海外派遣の拡大や自衛隊を取りまく政治情勢の変化について追究しようとしている。 

・日本の国際貢献のあり方の変化に、経済面などの日本の国際社会における影響力の変化を見出そうとしている。 

⑨ ① ① 現代の課題 

【知】・グローバル化のなかで福祉国家体制から、新たに登場した新自由主義について理解し、経済格差などの課題に対してどのように対応していけばよい

かを理解している。 

・エネルギー問題について、原子力発電の今後のあり方や自然エネルギーの活用について理解し、どのように対応していけばよいかを理解している。 

【思】・地域紛争やテロ、難民に対する排外主義の問題について、原因・過程を理解し、どのように対応していけばよいかを考察している。 

・自然災害について、過去の歴史も調査して、今後どのように対応していけばよいかを多角的に考察している。 

【態】・人間のもつ基本的人権を理解し、男女の平等、男女差別とは異なる性的差別の問題にも着目して、どのように対応していけばよいかを追究しようとし

ている。 

・経済発展にくわえ、観光立国としての取り組みについて追究し、これからの日本のあり方について取り組もうとしている。 

・近隣諸国との関係について、防衛強化の面・平和と安全の面といった多面的・多角的視点からよりよいあり方を追究しようとしている。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

⑩  

現代的な諸課

題の形成と展

望 

【知】・諸資料から問いを立てることができることや、経緯や背景、共通点や相違点、担い手といった視点から整理することが有効であることを理解してい

る。 

・身近な課題を考察するうえで歴史的な見方や考え方を活用することが、現在の課題解決や私たちの将来を構想するうえで大切であることを理解して

いる。   

【思】・事象の背景や原因、結果や影響などに着目して、日本とその他の国や地域の動向を比較し相互に関連づけたり、現代的な諸課題を展望したりするなど

して、主題について考察、構想し、表現している。 

・資料に対し、その時代や資料を記録したものの立場などを文脈に応じて適切に分析し、資料の意義を判断している。  

【態】・みずから問いを立て、分析の方法や視点を設定し、その答えを追究しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「５年 日本史探究」 

 

使用教材 詳説日本史 日本史探究（山川出版社）   詳説日本史探究（浜島書店）  日本史１０分間テスト（山川出版社）） 

 

評価の観点 

評価の観点 

【知】知識・技能 【思】思考力・判断力・表現力 【態】主体的に学習に取り組む態度 

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件

や世界の歴史と関連付けながら総合的に捉えて理解すると

ともに，諸資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適

切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けている。 

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義，伝統と文

化の特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や

現在とのつながりなどに着目して，概念などを活用して多

面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し

解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構想した

ことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする

力を身に付けている。 

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，よりよい社

会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を

身に付けているとともに，多面的・多角的な考察や深い理

解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の歴

史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切

さについての自覚などを深めている。 

 

年間の学習内容 

 

学習計画及び評価方法等 

中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

① 

１文化のは

じまり 

２農耕社会

の成立 

【知】旧石器時代の頻繁な移住をともなう狩猟・採集に対して縄文時代が定住を前提とする豊かな狩猟・採集文化だったことについて、縄文文化における

定住的住居の建設に関わる磨製石器、豊かな採集・狩猟生活の発展を示す骨角器や縄文土器などの多様な器物、大型祭祀遺跡や大集落遺跡などの諸

資料から適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けている。 

多様な機能に分化した簡素な土器、鉄器や祭祀に特化し地域性をもつ青銅器などに特徴づけられる弥生時代における稲作農耕の発生からはじまり小

国家が形成され邪馬台国連合が成立するまでの歴史過程について、東アジア社会の歴史と関連付けながら総合的に捕らえて理解するとともに、環濠

集落や高地性集落の遺跡などの諸資料から、我が国の歴史の段階性に関連する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けている。 

【思】地球規模の氷河期から温暖化にともなう植生や生息動物の大きな環境の変化と、旧石器文化から縄文文化への変化の関連について、考古学的遺物や

歴史地理学的な資料などから多面的・多角的に考察し、表現する力を身に付けている。 

田植え、用水路による灌漑技術などを含め完成された大陸における稲作文化が、弥生時代の人びとの生活や文化、さらには政治的結合におよぼした影

響について、墳丘墓などに発展していく墓地や副葬品などの考古学的資料を多面的・多角的に考察し表現する力を身に付けている。 

【態】大陸とつながっていた時期の日本列島における旧石器文化の成立、温暖化により列島が形成された時期の縄文文化の発展について、膨大で多様な考

古学的な資料や中国史料を基に、弥生時代における稲作文化の成立および邪馬台国連合に至る政治的結合の発展について、世界や東アジアに関わる

諸事象について、広い視野から見通しをもって学習に取り組み、他文化や国際理解を深めようとしている。 

② 

１古墳文化

の展開 

２飛鳥の朝

廷 

【知】前方後円墳を中心とする古墳の全国への広がりとその終焉や古墳文化の特色、さらに隋・唐帝国の成立という東アジア情勢の変化のなかで倭国が築

いた屯倉・部民制・国造制などの国制や冊封などの国際関係などについて、諸資料を活用し学習上の課題につながる情報を適切かつ効果的に調べま

とめる力を身に付けている。 

【思】南北朝・隋代の中国王朝および高句麗などの朝鮮諸国との関係と、倭国の政治や文化への影響などに着目して、ヤマト政権の成立・展開について多

面的・多角的に考察し、歴史に関わる諸事象の解釈を根拠にもとづき表現する力を身に付けている 

【態】倭国における古墳時代や推古朝の政治制度や文化について、中国を中心とする東アジア世界の政治的関係や朝鮮三国からの文化や、百済からの仏教

の公伝、五経博士の派遣などとの関連に着目して広い視野から見通しをもって学習に取り組み、他国や他国の文化を尊重することの重要性について

の自覚を深めている。 

「
日
本
史
探
究
」 

①  日本文化のあけぼの 

②  古墳とヤマト政権 

③  律令国家の形成 

④  貴族政治の展開 

⑤  院政と武士の躍進 

⑥  武家政権の成立 

⑦  武家社会の成長 

⑧  近世の幕開け 

⑨  幕藩体制の成立と展開 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

③ 

１律令国家

への道 

２平城京の

時代 

３律令国家

の変容 

【知】唐を中心とする東アジアにおける国際秩序と大化改新から天武・持統朝における急速な日本の律令体制の成立や律令制的支配の特色について、木簡

など豊かな内容をもつ同時代資料や六国史などの編纂資料を活用して、様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けている。 

【思】日本が律令体制や平城京などの都城の造営を急速に進めることを可能にした歴史的背景について、遣唐使などの外交使節を介した唐や朝鮮三国など

の国際的関係に着目して多面的・多角的に考察し表現する力を身に付けている。 

    平安時代初期の遷都や征夷、あるいは密教文化が繁栄した歴史的背景について、社会の変化と政治・文化との関係などに着目して多面的・多角的に

考察し表現する力を身に付けている。 

【態】平安時代初期の政治改革について見通しをもって学習を進め、これまで学んだ内容との関連において歴史理解を深めようとしている。 

④ 

１摂関政治 

２地方政治

の展開と武

士 

【知】藤原北家の台頭と摂関政治の成立について、古記録や絵画資料など複数の資料を活用し、様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付

けている。 

摂関政治のもとでの受領による地方政治や負名体制などの土地支配の展開と武士の社会進出との関連について、諸資料から様々な情報を適切かつ効

果的に調べまとめる技能を身に付けている 

【思】摂関政治の発展と遣唐使の派遣の中止と国風文化の発展について、中国の唐から宋代にかけての東アジア世界の変動との関係などに着目して多面的・

多角的に考察し表現する力を身に付けている。 

【態】摂関政治のもとにおける国政や外交政策の変化を、唐代から宋代における東アジア世界の激動との関係から追究し、国際理解を深めようとしている。 

⑤ 

１院政のは

じまり 

２院政と平

氏政権 

【知】摂関政治を終焉に導いた後三条天皇の親政、さらに摂関政治を包摂していく白河上皇以降の院政の下で、荘園公領制という中世社会を貫く土地制度

が成立することを理解し、諸資料を活用して、様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けている。 

    院政下の仏教保護により浄土教美術が地方に広がるとともに、強大化する寺社勢力の抑制、天皇家の内部抗争の武力的解決に大きな役割を果たした

平清盛が、日宋貿易で獲得した莫大な経済力をもとに後白河法皇との関係を深め平氏政権を樹立していく過程について、諸資料から様々な情報を適

切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けている 

【思】摂関家から上皇さらに平氏へと権力主体が変遷していくとともに、朝廷政治や土地制度の変化、平氏政権の特色について多面的・多角的に考察した

り、武家政権の成立を視野に入れて構想する力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それを基に議論したりする力を身に付けている。 

【態】院政期における外交や日宋貿易が院政期の政治や文化に与えた影響について、見通しをもって主体的に追求し、国際的視野に立って、諸事象に対す

る理解を深めようとしている。 

⑥ 

１鎌倉幕府

の成立 

２武士の社

会 

３モンゴル

襲来と幕府

の衰退 

【知】源平の争乱から治承・寿永の内乱という全国規模となった争乱を鎮定した源頼朝が、守護・地頭などにより全国の軍事・警察機能を担う鎌倉幕府を

創建したこと、鎌倉幕府の権力は土地を媒介として御恩と奉公からなる将軍と御家人の間の封建的主従制を基盤としていたこと、御家人の奉公は館

を拠点とする所領支配、弓馬を中心とする日常的な武芸訓練、惣領制という一族結合によって実現されていたことなどについて、諸資料を活用して、

様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けている。 

    承久の乱以後朝廷に対して優位に立った鎌倉幕府内部では北条氏が台頭し、執権・連署・評定衆の設置と御成敗式目の制定より有力御家人による合

議制が確立したこと、しかし蒙古襲来以後軍役負担の増大や分割相続の進展などにより惣領制が動揺したこと、さらに得宗専制体制の強化により合

議制が衰退し御家人と得宗の御内人の対立が激化したことについて、諸資料を活用して、様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付

けている。 

【思】中世国家の特質について、公武関係の変化、鎌倉幕府を支えた合議制・御家人制度、地頭の荘園公領の侵略、モンゴル襲来などの事象との関連におい

て、多面的・多角的に考察したり、武家政権の成立を視野に入れて構想する力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それを基に議論したり

する力を身に付けている。 

【態】鎌倉幕府の衰退・滅亡に拍車をかけたモンゴル襲来について、ユーラシア大陸に広大な版図をもつモンゴル帝国の支配構想、朝鮮における三別抄の

乱やベトナムの抵抗などとの関連から見通しをもって主体的に追求し、国際的理解に立って、諸事象に対する理解を深めようとしている。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

⑦ 

１室町幕府

の成立 

２幕府の衰  

退と庶民の

台頭 

３戦国大名

の登場 

【知】室町幕府の成立と発展について、悪党を結集した後醍醐天皇や源氏の嫡流の足利尊氏らによって鎌倉幕府が滅亡したこと、公家と武家の上に立つ天

皇専制を構想する建武新政が武士の支持を集め室町幕府を築いた足利尊氏によって崩壊したこと、長期の南北朝の内乱に終止符を打ち強大化した守

護大名を抑えた足利義満によって朝廷に対しても実権を行使するなど室町幕府の支配は安定したことなどの諸事象を、諸資料を活用して、様々な情

報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けている。 

    室町時代の社会の変化について、惣掟や地下検断などにより惣村の自治を行うようになった農民や、農業生産力や手工業などの産業の発展と年貢の

銭納化などの貨幣経済の発展により土倉など金融業者など庶民が台頭したこと、惣村の結合をもとに困窮した農民らによる土一揆や応仁の乱以後の

内乱から地域の秩序を守るため国人層を中心として守護大名の支配に抗する国一揆や一向一揆が頻発したことなど諸事象を、諸資料を活用して、様々

な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けている。 

寄親寄子制による家臣団の掌握、貫高制・差出検地による軍役の賦課、喧嘩両成敗などからなる分国法などの特徴をもつ戦国大名の支配の性格を、

守護大名の支配と比較するなど、諸資料を活用して、様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けている。 

【思】惣村の成立、農業・諸産業および貨幣の普及などの社会・経済の変化とその影響、倭寇の活動とそれに対する明の海禁政策の展開による東アジアの

国際情勢の変化とその影響、戦国時代における地域の多様性と都市の発展の中で経済力を強めた町衆と文化の関係などに着目して課題を設定し、室

町時代の国家・社会の変容に関連して、事象の意味や意義、関係などを多面的・多角的に考察し、歴史に関わる諸事象の解釈や歴史の画期などにつ

いて根拠を示して表現する力を身に付けている 

【態】室町時代には東アジア世界における倭寇の活発な活動の中で、足利義満が朝貢貿易の利益と日本国王の地位獲得のために明と冊封関係を結び、対馬

の宗氏を介して朝鮮と国交・貿易関係結んだこと、日本とは異なる歴史を歩んだ琉球王国や和人が南部に新出した蝦夷地との交流がさかんになった

ことなどについて、他国や他文化に対する理解を深めるとともに、国境を越える交流の発展と国際秩序の安定と平和がもたらす豊かな内容に対する

理解を深めようとしている。 

⑧ １織豊政権 

【知】織豊政権の成立とその歴史的意義に関連して、15 世紀からヨーロッパで始まった大航海時代の波の中スペイン・ポルトガルの南蛮貿易によって日本

に伝来した鉄砲・キリスト教、織田信長による延暦寺や一向一揆などの宗教勢力の屈服、全国統一後の豊臣秀吉による太閤検地・刀狩令による兵農

分離政策、バテレン追放令・海賊取締令・朝鮮出兵などの外交政策などの諸事象がどのような意味をもつのかについて、諸資料を活用して、様々な

情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けている。 

【思】織豊政権時代における中国や朝鮮などのアジア各地や、ポルトガル・スペインとの交流の影響などに着目して、国家や社会の変容について多面的・

多角的に考察し、表現する力を身に付けている。 

【態】織豊政権が江戸時代の幕藩体制につながる「近世の幕開け」と位置づけられていることについて、太閤検地・刀狩令が社会に与えた影響とその変化

に着目して、見通しをもって主体的に学習に取り組み、これまで学んだ内容との関連において歴史理解を深めようとしている。 

      豊臣政権による朝鮮出兵が東アジアにおけるどのような国際秩序と関連していたのか、朝鮮出兵が外交関係や日本の文化に与えた影響に着目し、国

際理解を深めようとしている。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

⑨ 

１幕藩体制

の成立 

２幕藩社会

の構造 

３幕政の安

定 

４経済の発

展 

【知】関ヶ原の戦いや大坂の役後に天下支配を確立した江戸幕府による、大名・朝廷・寺社の統制、キリスト教の禁止、中国・オランダ・朝鮮以外の外交・

貿易関係の停止などの諸施策を強力に実効し得た背景について、江戸幕府の経済・財政基盤、直臣掌握、支配機構の特色と関連させ、諸資料から適

切かつ効果的に読み取る技能を身に付けている。 

    幕藩と藩による社会の掌握・支配の特質について、村は農民の場合自作農の本百姓小作の水呑、隷属民の名子などに分化し、血縁による本家・分家

の序列があり、また村は職人・僧侶・神職を含むなど複雑な構成をもっていたこと、都市は身分ごとに居住区域が分けられていたが、町人地に居住

する商人・諸職人は職種ごとに仲間などの多数の小集団をつくり複雑な構造をもっていたこと、村では村方三役を中心とする自治が、都市の町人地

では有力町人による自治が行われていたことなどと関連させ、諸資料から適切かつ効果的に読み取る技能を身に付けている。 

    儒教思想・機構・法による支配をめざす幕府や諸藩の文治政治が成立した背景について、4代将軍時代における慶安の変後の末期養子の禁の緩和・殉

死の禁止・かぶき者対策、5 代将軍時代における儒教・仏教・神道に基づく諸政策、6・7 代将軍時代における儒教にもとづく諸政策、諸藩における

儒家を重用する政治と関連させ、諸資料から適切かつ効果的に読み取る技能を身に付けている。 

    17世紀後半以降 1世紀の間に小経営を基礎とする農業や手工業を中心に諸産業の生産力が著しく発展し、全国を結ぶ陸上・水上の交通網や金融制度

が整備され、これらを基盤として近世の経済が成熟を遂げたことについて、全国を支配する幕府が所在する政治的都市であり 100 万人もの人口をか

かえ最大の消費都市でもある江戸、全国の物資の生産地であり江戸など全国に大量の商品を供給する大商業都市として栄えた大坂、大商人の本拠地

が多く存在し高度な技術による手工業生産が発達した京都などの諸事象との関連で、諸資料から適切かつ効果的に読み取る技能を身に付けている。 

【思】農業では近世前期の内に全国の耕地は約 2 倍に拡大し年貢に充てる米以外にも多様な商品作物の生産が発展した背景について、山村では諸藩が直轄

する山林の木材が民間にも払い下げられたこと、手工業・鉱山業が発達して村々を回る鍛冶職人があらわれ、掘削・測量・排水の技術が発達したこ

と、漁村では網猟による干鰯・乄粕の生産が発達したことなど着目して、諸事象を多角的・多面的に考察するとともに、考察・構想したことを効果的

に表現する力を身に付けている 

    幕藩体制社会における身分制のもつ歴史的意義について、支配身分の武士、被支配身分で手工業者の職人、商業・金融・交通・運輸を担う商人らは

都市に居住させられたこと、同じく被支配身分で農業・林業・漁業に従事する百姓は村に居住させられたこと、賤民身分で皮革生産に従事するとと

もに死馬牛処理や行刑役を強いられたかわたや、同じく賤民身分で村や町で番人をつとめ芸能・掃除・物乞いにたずさわる非人らは都市や農村の周

縁のかわた町・村に居住させられたことなどから、諸事象を多面的・多角的に考察するとともに、考察・構想したことを効果的に表現したりする力

を身に付けている。 

【態】江戸幕府による鎖国政策の歴史的意義について、「鎖国」がドイツ人ケンペルによる用語だったこと、アイヌに対する窓口だった松前、朝鮮に対する

窓口だった対馬、オランダ・中国に対する窓口だった長崎、琉球に対する窓口だった薩摩の四口が存在したことの諸事象との関連で、主体的に主題

に取り組み、現代社会への影響も含め広い視野から理解しようとする態度を身に付けている。 

5 代将軍時代の仏教思想にもとづく生類憐みの令や神道思想にもとづく服忌令が当時の社会や後の時代に与えた影響について、社会不安の要因とな

っていたかぶき者による食犬行為の横行など戦国時代の遺風、当時の死穢や血の穢れを忌避する慣習、現代に残る忌引きの慣行などの諸事象に基づ

いて、主体的に主題に取り組み、現代社会への影響も含め広い視野から理解しようとする態度を身に付けている。 

近世初めにおける鉱山業の変遷と世界の動勢との関連について、17 世紀初めまでは朝鮮伝来の灰吹法の導入により銀の生産が増大し、日本は世界有

数の銀産出国・輸出国になったこと、17 世紀中葉には銀に代わって小判が輸出されるようになったこと、砂鉄の採集よるたたら製鉄が展開すると玉

鋼の輸出が増大したことなどの事象に基づいて、主体的に主題に取り組み、これまで学習してきたことを振り返り、国際的な視野から理解しようと

する態度を身に付けている。 

人びとの職分や上下の身分秩序を重んじる儒学のうち特に朱子学が興隆したこと、儒学が新井白石の時代区分論、自然科学の農学・本草学・医学な

どの諸学問に影響を与えたことの理由ついて、朱子学以外の陽明学・古学の言説や新井白石の歴史哲学や自然科学の実用的な諸事象に基づいて、主

体的に主題に取り組み、後代に与えた影響を含め広い視野から理解しようとする態度を身に付けている。 

 

 

  



「５年 世界史探究」 

使用教材 （教科書及び副教材を記入してください。） 

 

評価の観点 

評価の観点 

【知】知識・技能 【思】思考力・判断力・表現力 【態】主体的に学習に取り組む態度 

・身の回りの諸事象を基に，私たちの日常生活が世界の歴

史とつながっていることを理解している。 

・各時代，各地域の歴史的特質を理解している。 

・諸資料を活用し，情報を読み取ったりまとめたりする技

能を身につけている。 

・各時代，各地域の歴史に関わるできごとの背景や原因，

結果や影響, 事象相互の関連などに着目し，主題を設定

し，諸資料を比較したり関連づけたりして読み解き，自

然環境と生活や文化との関連性，農耕・牧畜の意義など

を多面的・多角的に考察し，表現している。 

・各時代，各地域の歴史について，課題意識や学習への見

通しをもち，主体的に学習に取り組もうとしている。 

 

年間の学習内容 

 

学習計画及び評価方法等 

中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

① 
1  茶と世界史 

２ 地球と人類の誕生 

【知】衣食住，家族，教育，余暇などの身の回りの諸事象を基に，私たちの日常生活が世界の歴史とつながっていることを理解してい

る。 

人類の誕生と地球規模での拡散・移動を基に，人類の歴史と地球環境との関わりについて理解している。 

【思】諸事象の来歴や変化に着目して，主題を設定し，身の回りの諸事象と世界の歴史との関連性を考察し，表現している。 

諸事象を捉えるための時間の尺度や，諸事象の空間的な広がりに着目し，主題を設定し，地球の歴史における人類の歴史の位置と

人類の特性を考察し，表現している。 

【態】日常生活から見る世界の歴史や，地球環境から見る人類の歴史について，課題意識や学習への見通しをもち，主体的に学習に取り

組もうとしている。 

②  

【知】王権と身分・階級，生活と生業，宗教，文化・思想などに関する諸資料を活用し，情報を読み取ったりまとめたりする技能を身に

つけている。 

【思】文明の形成に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響, 事象相互の関連などに着目して，諸地域の歴史的特質を読み解く観点に

ついて多面的・多角的に考察し，問いを表現している。 

【態】諸地域の歴史的特質について，課題意識や学習への見通しをもち，主体的に学習に取り組もうとしている。 

③ 

1  農業と気候 

２ 古代オリエントとエーゲ海

地域 

３ 南アジアの古代文明 

４ 東アジアにめばえた文明 

【知】オリエント文明，インダス文明，中華文明などを基に，古代文明の歴史的特質を理解している。 

【思】古代文明に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響, 事象相互の関連などに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連づ

けたりして読み解き，自然環境と生活や文化との関連性，農耕・牧畜の意義などを多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】「古代文明の出現」の内容に対して，見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

「
科
目
名
」 

① 世界史へのまなざし 

② 諸地域の歴史的特質 

「諸地域の歴史的特質への問い」  

③ 古代文明の出現 

④ 西アジアと地中海周辺 

⑤ 南アジア 

⑥ 東南アジア 

⑦ 東アジアと中央ユーラシア 

⑧ アフリカ、オセアニア、古アメリカ 

⑨ イスラーム世界の拡大と繁栄 

⑩ 中世ヨーロッパ 

⑪ 中華世界の変容とモンゴル帝国 

⑫ インド洋海域世界の発展と東南アジア 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

④ 
 

 

１ 古代オリエントの統一 

２ 古代ギリシアとヘレニズム

世界 

３ ローマ帝国と地中海世界 

４ 古代末期の社会と地中海世

界の解体 

５ 地中海世界とアジア 

６ イスラーム世界の成立 

７ 中世初期の東西ヨーロッパ 

【知】古代ギリシアとヘレニズム世界について，諸資料から読み取り，理解している。 

【思】アテネの民主政と現代の民主政にはどのようなちがいがあるのかについて多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】「西アジアと地中海周辺」の内容に対して，見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

⑤ 

１ 南アジアにおける国家形成 

２ インド世界の形成  

【知】仏教の成立とヒンドゥー教，南アジアの諸国家などを基に，南アジアの歴史的特質を理解している。 

【思】南アジアの歴史に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響, 事象相互の関連，諸地域相互の関わりなどに着目し，主題を設定し

諸資料を比較したり関連づけたりして読み解き，南アジアにおける宗教や文化の特色を多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】「南アジア」の内容に対して，見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

⑥ 

１ 海の道の形成と東南アジア 

２ 東南アジア諸国家の再編成  

【知】海の道や東南アジアの諸国家を基に，東南アジアの歴史的特質を理解している。 

【思】東南アジアの歴史に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響, 事象相互の関連，諸地域相互の関わりなどに着目し，主題を設定

し，諸資料を比較したり関連づけたりして読み解き，東南アジアにおける宗教や文化の特色，周辺諸地域との関係などを多面的・

多角的に考察し，表現している。 

【態】「東南アジア」の内容に対して，見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

⑦ 

１ 古代帝国の誕生 

２ 中国の分裂と多様化 

３ 隋唐帝国と東アジア 

４ 草原地帯のトルコ化とイス

ラーム化 

【知】秦・漢と遊牧国家，唐と近隣諸国の動向などを基に，東アジアと中央ユーラシアの歴史的特質を理解している。 

【思】東アジアと中央ユーラシアの歴史に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響, 事象相互の関連，諸地域相互の関わりなどに着目

し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連づけたりして読み解き，唐の統治体制と社会や文化の特色，唐と近隣諸国との関係，

遊牧民の社会の特徴と周辺諸地域との関係などを多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】「東アジアと中央ユーラシア」の内容に対して，見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

⑧ 

１ アフリカ 

２ オセアニア 

３ 古アメリカ 

【知】自然環境との関わりなどを基に，ユーラシア大陸以外の地域に成立した文明の特徴を理解している。 

【思】アフリカ，オセアニア，古アメリカの歴史に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響, 事象相互の関連，諸地域相互の関わりなど

に着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連づけたりして読み解き，ユーラシア大陸以外の地域に成立した文明の特徴を多

面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】ユーラシア大陸以外の地域に成立した文明の特徴について，自然環境との関わりに注目しながら，学習への見通しをもち，主体的

に学習に取り組もうとしている。 

⑨ 

１ イスラーム世界の発展 

２ イスラーム文明 

【知】西アジア社会の動向とアフリカ・アジアへのイスラームの伝播などを基に，海域と内陸にわたる諸地域の交流の広がりを構造的

に理解している。 

【思】諸地域の交流の広がりに関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながりなどに着目し，主題を

設定し，諸資料を比較したり関連づけたりして読み解き，諸地域へのイスラームの拡大の要因などを多面的・多角的に考察し，表

現している。 

【態】「イスラーム世界の拡大と繁栄」の内容に対して，見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

⑩ 

１ 中世ヨーロッパ社会の展開 

２ 中世西ヨーロッパ社会の成

熟 

３ 中世西ヨーロッパの文化 

４ 中世ヨーロッパ社会の再編 

５ ルネサンス 

【知】ヨーロッパ封建社会とその展開などを基に，海域と内陸にわたる諸地域の交流の広がりを構造的に理解している。 

【思】諸地域の交流の広がりに関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながりなどに着目し，主題を

設定し，諸資料を比較したり関連づけたりして読み解き，ヨーロッパの社会や文化の特色などを多面的・多角的に考察し，表現し

ている。 

【態】「中世ヨーロッパ」の内容に対して，見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

⑪ 

１ 唐の崩壊後の東アジア 

２ 宋代の新展開 

３ モンゴル帝国 

４ 元の成立 

【知】宋の社会とモンゴル帝国の拡大などを基に，海域と内陸にわたる諸地域の交流の広がりを構造的に理解している。 

【思】諸地域の交流の広がりに関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながりなどに着目し，主題を

設定し，諸資料を比較したり関連づけたりして読み解き，中国社会の特徴やモンゴル帝国が果たした役割などを多面的・多角的に

考察し，表現している。 

【態】「中華世界の変容とモンゴル帝国」の内容に対して，見通しをもって学習に取り組もうとしている。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

⑫ 

１ イスラームのインドとイン

ド洋海域への浸透 

２ 海と陸の結合  

―― 東南アジア世界の発展 

【知】インド洋海域世界と東南アジアの発展などを基に，諸地域の交易の進展を構造的に理解している。 

【思】諸地域の交易に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながりなどに着目し，主題を設定し，

諸資料を比較したり関連づけたりして読み解き，インド洋海域世界と東南アジアの発展などを多面的・多角的に考察し，表現して

いる。 

【態】「インド洋海域世界の発展と東南アジア」の内容に対して，見通しをもって学習に取り組もうとしている。 

 

 

  



「５年 公共」 

使用教材 詳述公共（実教出版）、2023ズームアップ公共資料（実教出版） 

 

評価の観点 

評価の観点 

【知】知識・技能 【思】思考力・判断力・表現力 【態】主体的に学習に取り組む態度 

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛か

りとなる概念や理論について理解するとともに，諸資料か

ら，倫理的主体などとして活動するために必要となる情報

を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるよう

にする。 

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手掛かり

となる考え方や公共的な空間における基本的原理を活用

して，事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する

力や，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したこ

とを議論する力を養う。 

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解

決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考

察や深い理解を通して涵養される，現代社会に生きる人間

としての在り方生き方についての自覚や，公共的な空間に

生き国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と

繁栄を図ることや，各国が相互に主権を尊重し，各国民が

協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。 

 

年間の学習内容 

 

学習計画及び評価方法等 

中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

① 

社会を作る

私たち 

【知】 

・自らの体験などを振り返ることを通して，自らを成長させる人間としての在り方生き方について理解している。 

・人間は，個人として相互に尊重されるべき存在であるとともに，対話を通して互いの様々な立場を理解し高め合うことのできる社会的な存在であること，

伝統や文化，先人の取組や知恵に触れたりすることなどを通して，自らの価値観を形成するとともに他者の価値観を尊重することができるようになる存

在であることについて理解している。 

・自分自身が，自主的によりよい公共的な空間を作り出していこうとする自立した主体になることが，自らのキャリア形成とともによりよい社会の形成に

結び付くことについて理解している。 

【思】 

・社会に参画する自立した主体とは，孤立して生きるのではなく，地域社会などの様々な集団の一員として生き，他者との協働により当事者として国家・

社会などの公共的な空間を作る存在であることについて多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】 

・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多角的な考察や深い理解を通して，社会に参画する自立した主体についての自覚を深めようとしている。 

「
公
共
」 

① 社会を作る私たち 

② 人間としてよく生きる 

③ 民主社会の倫理 

④ 民主国家における基本原理 

⑤ 日本国憲法の基本的性格 

⑥ 日本の政治機構と政治参加 

⑦ 現代の経済社会 

⑧ 経済活動のあり方と国民福祉 

⑨ 国際政治の動向と課題 

⑩ 国際経済の動向と課題 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

② 

人間として

よく生きる 

【知】 

・人間は，個人として相互に尊重されるべき存在であるとともに，対話を通して互いの様々な立場を理解し高め合うことのできる社会的な存在であること，

伝統や文化，先人の取組や知恵に触れたりすることなどを通して，自らの価値観を形成するとともに他者の価値観を尊重することができるようになる存

在であることについて理解している。 

・選択・判断の手掛かりとして，行為の結果である個人や社会全体の幸福を重視する考え方や，行為の動機となる公正などの義務を重視する考え方などに

ついて理解している。 

・現代の諸課題について自らも他者も共に納得できる解決方法を見いだすことに向け，行為の結果である個人や社会全体の幸福を重視する考え方や，行為

の動機となる公正などの義務を重視する考え方を活用することを通して，行為者自身の人間としての在り方生き方について探求することが，よりよく生

きていく上で重要であることについて理解している。 

・人間としての在り方生き方に関わる諸資料から，よりよく生きる行為者として活動するために必要な情報を収集し，読み取る技能を身に付けている。 

【思】 

・倫理的価値の判断において，行為の結果である個人や社会全体の幸福を重視する考え方と，行為の動機となる公正などの義務を重視する考え方などを活

用し，自らも他者も共に納得できる解決方法を見いだすことに向け，思考実験など概念的な枠組みを用いて考察する活動を通して，人間としての在り方

生き方を多面的・多角的に考察し，表現している。 

【態】 

・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多角的な考察や深い理解を通して，公共的な空間における人間としてのあり方生き方についての自覚を深めよう

としている。 

③ 

民主社会の

倫理 

【知】 

・各人の意見や利害を公平・公正に調整することなどを通して，人間の尊厳と平等，協働の利益と社会の安定性の確保を共に図ることが，公共的な空間を

作る上で必要であることについて理解している。 

・人間の尊厳と平等，個人の尊重，自由・権利と責任・義務など，公共的な空間における基本的原理について理解している。 

【思】 

・公共的な空間における基本的原理について，思考実験など概念的な枠組みを用いて考察する活動を通して，個人と社会との関わりにおいて多面的・多角

的に考察し，表現している。 

【態】 

・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多角的な考察や深い理解を通して，公共的な空間における基本的な原理について理解しようとしている。 

④ 

民主国家に

おける基本

原理 

【知】 

・各人の意見や利害を公平・公正に調整することなどを通して，人間の尊厳と平等，協働の利益と社会の安定性の確保を共に図ることが，公共的な空間を

作る上で必要であることについて理解している。 

・個人の尊重，民主主義，法の支配など，公共的な空間における基本的原理について理解している。 

【思】 

・公共的な空間における基本的原理について，思考実験など概念的な枠組みを用いて考察する活動を通して，個人と社会との関わりにおいて多面的・多角

的に考察し，表現している。 

【態】 

・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多角的な考察や深い理解を通して，公共的な空間における基本的な原理について理解しようとしている。 

⑤ 

日本国憲法

の基本的性

格 

【知】 

・法や規範の意義及び役割などに関わる現実社会の事柄や課題を基に，憲法の下，適正な手続きに則り，法や規範に基づいて各人の意見や利害を公平・公

正に調整し，個人や社会の紛争を調停，解決することなどを通して，権利や自由が保障，実現され，社会の秩序が形成，維持されていくことについて理解

している。 

・我が国の安全保障と防衛などに関わる現実社会の事柄や課題を基に，日本国憲法の平和主義について理解を深めることができるようにするとともに，我

が国の防衛に関する基本的な事柄にも触れながら，変化する国際情勢の中で，我が国の安全が世界の平和の維持といかに不可分に関連しているかについ

て理解している。 

・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自立した主体として活動するために必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめる技能を身に付け

ている。 

【思】 

・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設定し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題の解決に向けて事実を基に協働して考

察したり構想したりしたことを，論拠をもって表現している。 

【態】 

・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多角的な考察や深い理解を通して，法や規範の意義及び役割，我が国の安全保障と防衛などに関わる現実社会の

事柄や課題といった現代の諸課題を主体的に解決しようとしている。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

⑥ 

日本の政治

機構と政治

参加 

【知】 

・司法参加の意義などに関わる現実社会の事柄や課題を基に，憲法の下，適正な手続きに則り，法や規範に基づいて各人の意見や利害を公平・公正に調整

し，個人や社会の紛争を調停，解決することなどを通して，権利や自由が保障，実現され，社会の秩序が形成，維持されていくことについて理解してい

る。 

・政治参加と公正な世論の形成，地方自治などに関わる現実社会の事柄や課題を基に，よりよい社会は，憲法の下，個人が議論に参加し，意見や利害の対

立状況を調整して合意を形成することなどを通して築かれるものであることについて理解している。 

・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自立した主体として活動するために必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめる技能を身に付け

ている。 

【思】 

・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設定し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題の解決に向けて事実を基に協働して考

察したり構想したりしたことを，論拠をもって表現している。 

【態】 

・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多角的な考察や深い理解を通して，司法参加の意義，政治参加と公正な世論の形成，地方自治などに関わる現実

社会の事柄や課題といった現代の諸課題を主体的に解決しようとしている。 

⑦ 

現代の経済

社会 

【知】 

・雇用と労働問題，財政及び租税の役割，少子高齢社会における社会保障の充実・安定化，市場経済の機能と限界，金融の働きなどに関わる現実社会の事

柄や課題を基に，公正かつ自由な経済活動を行うことを通して資源の効率的な配分が図られること，市場経済システムを機能させたり国民福祉の向上に

寄与したりする役割を政府などが担っていること及びより活発な経済活動と個人の尊重を共に成り立たせることが必要であることについて理解してい

る。 

・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自立した主体として活動するために必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめる技能を身に付け

ている。 

【思】 

・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設定し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題の解決に向けて事実を基に協働して考

察したり構想したりしたことを，論拠をもって表現している。 

【態】 

・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多角的な考察や深い理解を通して，雇用と労働問題，財政及び租税の役割，少子高齢社会における社会保障の充

実・安定化，市場経済の機能と限界，金融の働きなどに関わる現実社会の事柄や課題といった現代の諸課題を主体的に解決しようとしている。 

⑧ 

経済活動の

あり方と国

民福祉 

【知】 

・多様な契約及び消費者の権利と責任，職業選択，雇用と労働問題，少子高齢社会における社会保障の充実・安定化などに関わる現実社会の事柄や課題を

基に，公正かつ自由な経済活動を行うことを通して資源の効率的な配分が図られること，市場経済システムを機能させたり国民福祉の向上に寄与したり

する役割を政府などが担っていること及びより活発な経済活動と個人の尊重を共に成り立たせることが必要であることについて理解している。 

・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自立した主体として活動するために必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめる技能を身に付け

ている。 

【思】 

・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設定し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題の解決に向けて事実を基に協働して考

察したり構想したりしたことを，論拠をもって表現している。 

【態】 

・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多角的な考察や深い理解を通して，多様な契約及び消費者の権利と責任，職業選択，雇用と労働問題，少子高齢社

会における社会保障の充実・安定化などに関わる現実社会の事柄や課題といった現代の諸課題を主体的に解決しようとしている。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

⑨ 

国際政治の

動向と課題 

【知】 

・国家主権，領土（領海，領空を含む。），我が国の安全保障と防衛，国際貢献を含む国際社会における我が国の役割などに関わる現実社会の事柄や課題を

基に，相互に対等なものとして尊重される主権国家の行動を規律し国際間の秩序をつくり出す国際法の意義と役割や領土が領空や領海を含むものであり，

国民の基本的な生活を保障し資源を確保する領域であること，国際貢献を含む国際社会における我が国の役割について理解している。 

・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自立した主体として活動するために必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめる技能を身に付け

ている。 

【思】 

・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設定し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題の解決に向けて事実を基に協働して考

察したり構想したりしたことを，論拠をもって表現している。 

【態】 

・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多角的な考察や深い理解を通して，国家主権，領土（領海，領空を含む。），我が国の安全保障と防衛，国際貢献を

含む国際社会における我が国の役割などに関わる現実社会の事柄や課題といった現代の諸課題を主体的に解決しようとしている。 

⑩ 

国際経済の

動向と課題 

【知】 

・経済のグローバル化と相互依存関係の深まり（国際社会における貧困や格差の問題を含む。）などに関わる現実社会の事柄や課題を基に，世界経済がより

緊密に結び付き，経済活動が世界的な規模で自由に行われていること，一国の経済政策や経済活動が他国にも影響を与えるなど，国際社会において相互

依存関係が一層深まっていること，国際社会における貧困や格差が解消されていない状況やこれらの解決が地球的な課題であることについて理解してい

る。 

・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自立した主体として活動するために必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめる技能を身に付け

ている。 

【思】 

・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設定し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題の解決に向けて事実を基に協働して考

察したり構想したりしたことを，論拠をもって表現している。 

【態】 

・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多角的な考察や深い理解を通して，経済のグローバル化と相互依存関係の深まり（国際社会における貧困や格差

の問題を含む。）などに関わる現実社会の事柄や課題といった現代の諸課題を主体的に解決しようとしている。 

 

 



「６年 政治経済」 

 

学年 ： ６　年

履修 ： 共　通
単位数

週当り時数 ： ２

中間考査までの時数 12

１学期の時数 26

中間考査までの時数 14

２学期の時数 26

３学期の時数 18

公　民

科目 ： 政治・経済 学習目標

１）広い視野に立って、民主政治の本質を理解することによ
り、将来の有為な有権者になるとともに、公正な政治的判断
のできる公民的資質を養う。
２）将来の消費者･生活者･労働者として必要な知識を身につ
けるとともに、自身の日常生活を論理的にとらえようとする
能力と態度を育てる。

使用教材
実教出版　「高校政治・経済」
第一学習社　「最新政治・経済資料集」

月 学　習　単　元 学　習　事　項　等

一
学
期

4

第２編
　第１章　経済社会の変容
　第２章　現代経済のしくみ
　

・戦後日本経済の流れを理論的に理解する。
・現代経済の諸問題をそれらの背景とともに政策の変
化を理解する。
・少子高齢化と社会保障の関係について考える。

・国際経済の理論と現実を理解する。

・政治分野と経済分野をふまえて現代社会の諸課題を
考察する。

5

　第３章　現代経済と福祉の向上
　第４章　世界経済と日本

6

7

二
学
期

9

第１編
　第１章　民主政治の基本原理
　第２章　日本国憲法の基本的性格

　第３章　日本の政治機構

・市民革命を正当化した社会契約説の背景を理解し、
人権や国家観の変化を捉える。
・明治憲法と日本国憲法の基本的な違いを理解する。
・基本的人権の基本的論理と代表的判例を理解する。
・三権分立の仕組みについて理解する。
・地方自治の仕組みと課題を理解する。

・戦後政治の流れを理解し、現在の政党政治や行政機
構の課題などを理解する。
・平和主義の理想と安全保障の論理について理解す
る。
・国際政治の考え方、国際機構、戦後国際関係史を理
解する。

10

　第４章　現代日本の政治
　第５章　現代の国際政治

第３編
　現代の諸課題

11

12
センター試験対策問題演習

講　習
長期休業中の講習ではセンター試験及び私大対策として資料読解問題や計算問題を扱う。
放課後の補習では、経済分野及び問題演習を実施する。

評価方法
考査の成績を中心とし、予習プリントの学習状況及び数回のレポートを総合的に評価す
る。

三
学
期

1

センター試験対策問題演習

2

3



「６年 地理Ｂ」 

 

学年 ： ６　年

履修 ： 選　択
単位数

週当り時数 ： ２

中間考査までの時数 14

１学期の時数 28

中間考査までの時数 16

２学期の時数 30

３学期の時数 20

科目 ： 地理Ｂ

地　歴

系統地理と地誌全般にわたる学習を進め理解を深める
ことによって、地理的見方・考え方の力を身につけ
る。いくつかの地域を地誌的にとらえ、地理的事象を
総合的に理解する。大学入試問題を通じて、実践的な
力を養う。共通テスト対策を進め、大学入試問題にも
対応できる総合力を養う。

学習目標

使用教材
帝国書院『新詳地理Ｂ』　　帝国書院『新詳高等地図』
帝国書院『世界の諸地域complete2020』『地理統計Plus2022年版』
とうほう『wininng compass2022』

月 学　習　単　元 学　習　事　項　等

一
学
期

4

資源と産業
（世界のエネルギー・鉱産資源）
（資源・エネルギー問題）
（世界の工業）
（第３次産業）
（世界を結ぶ交通・通信）

以下の事項について，大学入試を強く意識し学習す
る。
エネルギー資源の利用と分布・鉱産資源の分布
現代世界の資源・エネルギー問題
世界と日本の資源・エネルギー問題
工業の発達と立地・世界の工業地域
現代世界の工業の現状と課題
日本の工業
第３次産業の発展・世界の観光業
世界の交通網・情報と通信
現代世界の貿易の現状と課題
日本の貿易の現状と課題

5

資源と産業
（現代世界の貿易と経済圏）
人口・村落・都市
（世界の人口）
（人口問題）

6

7

二
学
期

9

人口・村落・都市
（村落と都市）
（都市・居住問題）
生活文化・民族・宗教
世界地誌
（アジア）（アフリカ）

以下の事項について，大学入試を強く意識し学習す
る。
集落の成り立ち・村落の形態と機能
都市の機能と生活・日本の都市
世界と日本の都市・居住問題
生活文化の地域的差異と世界的な画一化
日本の生活分化
世界の民族・言語・宗教
世界の民族・領土問題と課題
東・東南・南・西・中央アジア地誌
アフリカ地誌
ヨーロッパ地誌
ロシア地誌
アングロアメリカ地誌
ラテンアメリカ地誌
オセアニア地誌

10

世界地誌
（ヨーロッパ）（ロシア）
（南北アメリカ）（オセアニア）
問題演習11

12

評価方法
地理に関する基本的な知識・技術が習得できたか、その上で地理的な見方・考え方が身に
付いたかが評価の主な観点となる。具体的な方法としては、定期考査が評価の柱となる。
その他に普段の授業の平常点、課題などが評価の対象となる。

三
学
期

1

系統地理のまとめ
地誌のまとめ

講　習
放課後の時間等を利用して受験対策に適した講座を開設し、より実践力を高めるための講
習を行う。

大学入試の演習や過去問題に取り組む。

2

3



「６年 日本史Ｂ」 

 

学年 ： ６　年

履修 ： 選　択
単位数

週当り時数 ： ６

中間考査までの時数 28

１学期の時数 56

中間考査までの時数 32

２学期の時数 60

３学期の時数 40

科目 ： 日本史Ｂ

地　歴

江戸時代中期以降を中心として、日本の歴史の大きな
枠組みと展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴
史と関連付けながら詳しく理解させ、進路実現を可能
にする思考力・表現力を養う。

学習目標

使用教材

教科書：『詳説日本史Ｂ』山川出版社
副教材：『新詳日本史』浜島書店，『よくでる日本史Ｂ一問一答』山川出版社
　　　　『詳録日本史史料集成』第一学習社，『日本史問題集』山川出版社

月 学　習　単　元 学　習　事　項　等

一
学
期

4

幕政の改革
幕府の衰退と近代への道
開国と幕末の動乱
【既習範囲の演習】

・幕藩体制の仕組みを理解し、そのもとで展開した政
策について理解する。また、幕藩体制を安定させるた
めにとられた政策などについてその内容と結果を理解
する。町人文化の発展とその具体的内容を知り、社会
の変化をとらえる。
・近代日本の目標を理解し、個別の事象を総合的に理
解する。また、近代の対外戦争の原因とその結果や影
響を学ぶ。

5

明治維新と富国強兵
立憲国家の成立と日清戦争
日露戦争と国際関係
【既習範囲の演習】

6

7 近代産業の発展
【既習範囲の演習】

二
学
期

9

第一次世界大戦と日本
ワシントン体制
市民生活の変容と大衆文化
恐慌の時代・軍部の台頭
第二次世界大戦
【既習範囲の演習】

・大正時代の自由主義、民主主義的風潮の原因とその
限界について学ぶ。
・協調外交からの変化と世界経済の状況を複合的に理
解し、日本の置かれた状況の特徴を捉える。
・第二次世界大戦後の日本社会の変化を捉え、国際関
係の枠組みの中で日本が歩んできた道を理解する。
・近代経済の時代ごとの局面を整理する。10

占領と改革
冷戦の開始と講和・55年体制
経済復興から高度成長へ
経済大国への道
冷戦終結と日本社会の動揺
【既習範囲の演習】

11

12
テーマ史
【既習範囲の演習】

評価方法 定期考査、提出物等

三
学
期

1

テーマ史
【既習範囲の演習】

講　習
昼休みや放課後に概観、文化史の補講
長期休暇中にテーマ別（外交史・経済史　など）補講

共通テスト対策
私大や国公立二次対策

2

3



「６年 世界史Ｂ」 

 

学年 ： ６　年

履修 ： 選　択
単位数

週当り時数 ： ６

中間考査までの時数 42

１学期の時数 84

中間考査までの時数 48

２学期の時数 90

３学期の時数 60

科目 ： 世界史Ｂ

地　歴

　近現代史を中心として世界の歴史の大きな枠組みと
展開を諸資料に基づき地理的条件や日本の歴史と関連
付けながら詳しく理解させ、進路実現を可能にする思
考力・表現力を養う。

学習目標

使用教材

教科書：『詳説世界史Ｂ』山川出版社
副教材：『タペストリー世界史』帝国出版
　　　　『詳説世界史Ｂ10分間テスト』山川出版社，『東書の世界史Ｂ入試対策問題集』東京書籍

月 学　習　単　元 学　習　事　項　等

一
学
期

4

１．近世ヨーロッパ世界の形成
２．近世ヨーロッパ世界の展開
３．近代ヨーロッパ・アメリカ世
界の成立

①ヨーロッパ世界の拡大、②ルネサンス、③宗教改
革、④ヨーロッパ諸国の抗争と主権国家体制の形成、
⑤重商主義と啓蒙専制主義、⑥ヨーロッパ諸国の海外
進出、⑦17～18世紀のヨーロッパの文化と社会、⑧産
業革命、⑨アメリカ独立革命、⑩フランス革命とナポ
レオン

①ウィーン体制の成立、②ヨーロッパの再編と新統一
国家の誕生、③南北アメリカの発展、④19世紀欧米の
文化、⑤オスマン帝国支配の動揺と西アジア地域の変
容、⑥南アジア・東南アジアの植民地化、⑦東アジア
の激動、⑧帝国主義と列強の展開、⑨世界分割と列強
対立、⑩アジア諸国の改革と民族運動

5

４．欧米における近代国民国家の
発展
５．アジア諸地域の動揺
６．帝国主義とアジアの民族運動6

7 ６．帝国主義とアジアの民族運動

二
学
期

9

７．二つの世界大戦
８．冷戦と第三世界の独立

①第一次世界大戦とロシア革命、②ヴェルサイユ体制
下の欧米諸国、③アジア・アフリカ地域の民族運動、
④世界恐慌とファシズム諸国の侵略、⑤第二次世界大
戦、⑥戦後世界秩序の形成とアジア諸地域の独立、⑦
米ソ冷戦の激化と西欧・日本の経済復興、⑧第三世界
の台頭と米・ソの歩み寄り、⑨石油危機と世界経済の
再編

①社会主義世界の変容とグローバリゼーションの進
展、②途上国の民主化と独裁政権の動揺、③地域紛争
の激化と深刻化する貧困、④現代文明の諸特徴
問題演習・共通テスト過去問演習

10

９．現在の世界
【テーマ史・各国史演習】

11

12
【テーマ史・各国史演習】

評価方法 定期考査、小テストや課題を総合的に評価する。

三
学
期

1

【テーマ史・各国史演習】

講　習 放課後と長期休業中に、授業のブラッシュアップや論述問題演習等を実施する。

問題演習・共通テスト過去問演習

2

3



「６年 倫理」 

 

学年 ： ６　年

履修 ： 自由選択
単位数
週当り時数 ： ２

中間考査までの時数 14

１学期の時数 28

中間考査までの時数 16

２学期の時数 30

３学期の時数 20

科目 ： 倫理

公　民

必修授業で触れられない分野の学習、全分野の問題演
習を行い、最終的には大学共通テストや国立大学の二
次試験に対応できる学力を身につける。

学習目標

使用教材
・高校倫理（実教出版）・詳解倫理資料　新訂版（実教出版）・倫理用語集（山川出版）
・ベストセレクション 大学共通テスト 2021 倫理重要問題集（実教出版）

月 学　習　単　元 学　習　事　項　等

一
学
期

4

第２編　現代と倫理
　第２章　現代の諸課題と倫理
　　第１節　生命の倫理
　　　　から

　　第７節　国際平和と人類の福祉の課

題

　　　　まで

※復習※

第２編　現代と倫理
　第２章　現代の諸課題と倫理
　　第１節　生命の倫理
　　第２節　環境の倫理
　　第３節　家族の課題

　　第４節　地域社会の課題
　　第５節　行動情報化社会の課題
　　第６節　文化と宗教の課題
　　第７節　国際平和と人類の福祉の課題

第１編　青年期の課題と人間の自覚
　第１章　青年期の課題と自己形成
　　第１節　青年期の意義
　　第２節　青年期の課題

　第２章　人間としての自覚
　　第１節　ギリシア思想
　　第２節　キリスト教
　　第３節　イスラーム
　　第４節　仏教

　　第５節　中国思想
　　第６節　芸術と人生

5

第１編　青年期の課題と人間の課題
　第１章　青年期の課題と自己形成
　　　から
　第２章　人間としての自覚

　　　まで

6

7

二
学
期

9

　第３章　日本人のとしての自覚
　　から
第２編　現代と倫理
　第１章　現代に生きる人間の倫理
　　まで

※復習
第３章　日本人としての自覚
　　第１節　古代日本人の思想
　　第２節　日本の仏教思想
　　第３節　近世日本の思想
　　第４節　西洋思想の受容と展開

第２編　現代と倫理
　第１章　現代に生きる人間の倫理
　　第１節　人間の尊厳
　　第２節　科学・技術と人間
　　第３節　民主社会と自由の実現
　　第４節　社会と個人
　　第５節　人間への新たな問い
　　第６節　社会参加と幸福

総合問題演習

10

11

12

評価方法 考査の結果を中心とする。

三
学
期

1

講　習 長期休業・放課後共に、必要に応じて適宜実施する。

総合問題演習

2

3


